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結 核 專 門 雑 誌

BeitragezurKlinikderTuberkuloseBand86.Heft4,1935.

内膿 韓 位 、 氣 管 枝 擾 張 卜鼻 茸 ノ三 徴 候 二 就 テ

Dr.A.Behrmann:UberdieSymptomentriasinver-

sus,Bronchiektasienundpolyposisnasi.

著 者 ノ、KartagenerschenSymptomenkomplex帥 チ完

全 ナ ル 内臓 轄 位 、氣 管 枝 振 張 ト鼻 茸 ノ三 徴 候 ヲ有 ス ル

1例 開放 性 肺結 核 ノ病 歴 ヲ 詳 細 二楡 査 シ報 告 シ ソ ノ

結 論 トシテ コ ノ開放 性 肺結 核 ・・肺 炎 ニ ヨツ テ 氣 管 枝

櫨 張 ガ起 リ、 結 核 二俵 テ助 成 サ レタ、 ト云 フ事 ヲ認 メ

ル。ソ レ ト氣 管 枝 壁 ノ先 天 性 虚 弱 ノ存 在 セ ル問 題 ガ 明

カ ニサ レタ ト述 ベ テ居 ル。(東 京 市療 川 上 抄)

肺 尖 癒 着 ノ爲 メ不 完 全 ナ ル人 工 氣胸 手 術補 充 、肋

膜 外 部 分 的 剥 離 ヲ併 合 セ ル肺 尖 成 形 術

Denesv.Sze16czey:DieOperativeErg乞nzungdes

infolgeSpitzenverwachsungeninkomplettenPneu・

motholax.Diemitpartieller,extrapleuralerpneu-

molysekombinierteSpitzenplastikimDienstedes

pneumothoraxes.

不 完 全 ナ 人 工氣 胸 ニ ヨル 例 二就 キ、ソ ノ内2例 ハ肋 膜

嶢 灼17例 ・・横 隔 膜 紳 経 捻 除術8例 ・・肺 尖 成形 術16

例 ・・肋膜 剥 離 二肺 尖 成 形 術 ヲ成 シタ。

不 完 全 ナ人 工氣 胸 ノ大 部 分 ノ場 合 ・・肺 尖 部 ノ癒 著 が

多 少 ア リ充 分 ナ肺 虚 脆 が出 來 ナ イ、是 等 ノ場 合 肺 尖/

一 部 二癒 著 が ア リ 引 張 ツ テヰ ル ソ ノ下 二空 洞 ガ アル

トソ レ ヲ引 キ 開 ク特 性 ガ アル。 ソ レニ 人 工 氣 胸 ヲ績 ケ

ル事 ・・病 状 ヲ進 メ ル(空 洞 破壌 、 振 張 轄 移) 、是 等 二 ・・

外 科 的(肺 臓 外科)多 ク ノ方 法 が アル 。

我 々 ノ結 果 ヲ記 セ バ肋 膜 剥 離 法 ト肺 尖 成形 術 ヲ ナ シ

タ成 績 デ次 ノ如 キ コ トが ワ カル 空 洞 ノ 長 軸 方 向 二働

ク緊 張 ヲ失 ナ ワ シメ肺 尖 ノ弛 緩 ヲ 起 サ ジメ 空 洞 ヲ完

全 二縮 メ ル が成 形 術 ダケ デ ノ・目的 ・・達 セ ラ レナ イ。我

々ハ コ ノ方法 デ 肺 結 核 二封 シ戦 ノー 方 ニオ ク ル武 器

1・シテ良 好 ナ場 合 ヲ與 ヘ テ ク レタ ト。

(東 京 市療 川 上 抄)

架 状 及 感 ニ ヨル 結 核 血 清 診 断

ErwinDissmannu.MariaDissmann・Wosak:Zur

SerodiagnostikderTuberculosemittelsFlockungs-

reaktion.

肺 結 核480例 、 健 康 者103例 、 他 疾 患36例 デ ソ レー

緒 二1200例 ノ血 液 血 清 試 験 ヲ次 ノ如 キ 異 ツ タ方 法 デ

成 シテ ヰル 。

1.MeinickeKlarungsreaktion(M.K.R.II),Mikr-

oreaktionトKuppenreaktionトZentrifugierverf-

ahren/3ツ ノ方 法 。

2・Nagelノ 報 告 セルW.KK.ノAntigenヲ 附 加 シ

タ トキ ノ遠 心 試 験 。

3・Witebsky・Kuhn・Klingenstein(W.K.K.)ノ 補 髄 結

合 反 磨 。

Kuppenreaktionデ ノ・約71%陽 性 、15%不 確 實 、健 康

者69%陰 性26%不 確 實Zentrifugierverfahrenデ ハ

約75%陽 性 、12%不 確 實 、 健 康 者72%陰 性 、16%

不 確 實Mikroreaktionデ ・・約78%陽 性 、10%不 確

實 健 慷 者50%陰 性 、16%不 確 實Witebsky-Kuhn-

Klingenstein/Antigenヲ 附 加 セ ルZentrifugier-

verfahrenニ テ ハ重 症 中 等症 ノ結 核 デ ・・約98%陽 性

健 康 者10i%陽 性 デ健 康 者 ノb強陽性 ・・Meinickeノ 如

ク無 カ ツ タ。

Witebsky-KomplementbindungsreakionトMeinicke-

KupPenreaktionノ 比 較 陰 性 反 庶 ・・開放 性 、 多 少 振 力・

ツ テ クル結 核 ニ モ見 ラ レタ。反磨 ノ張 サ ノ・病 機 ノ明 ラ

カ ニ攣 化 ノア ル モ ノニ起 ル。輕 時 ノ肺 浸 潤 ト相 談 所 患

者 ノ診 噺 デ ノ・健 康/ト キ ニ完 全 ナ 陽 性 反 磨 ・・論 義 サ

レル。(東 京 市療 川 上 抄)
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ArtderErkrankung
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特 二 結 核 疾 患 ノ紫 外 線 療 法

0.Schedtler:DieTherapiemitultrakurzenelektr・

ischenWellen,insbesonderebeituberkul6senErkr・

ankungen.

結 核 患 者 ノ紫 外 線 療 法 ・・唯 限 ラ レタ 範 園 二用 ヒラ レ

特 二数 果 ア ル詮 明 ・・我 々一 ハ成 功 シナ カ ツ タ が 差 當

リ空 間 二於 ケ ル新 療 法 トシ テ從 來 ノDiathermie二 封

シ債 値 ア ル 適 磨 トシ テ使 用 ス レバ満 足 デ アル ソ レノ・

強 ク充 分 温 メ ル ノ ヲ 目的 ト シ結 核 治 療 ノ ドコ カニ紫

外 線 ヲ使 用 シテ利 盆 力'アル モ ノデ ア ル、就 中種 々ナ肋

膜 炎 二債 値 ガ ア リ、爾透 過 線 ノ・鎭 痛 デ アル我 々 ノ診 断

デ 喉 頭 結 核 ト眼結 核 二封 シテ ノ・離 ス コ トガ 出 來 ナ イ。

終 リニ我 々ノ・紫 外線 療 法 ノ 研 究 ノ初 メ デ アル コ ト忘

レテ ・・イケ ナ イ、ム シ ロ療 法 二樹 シテ有 盆 ナ廣 イ研 究

ノ 出來 ゴ トヲ期 待 シ テ ヰ ル ト。

(東 京 市 療 川 上抄)

結 楼 二 於 ケ ル 正 常 亦 正 常値 二 近 キ 血 液 沈 隆 速 度

卜結 核 菌 陽 性 所 見

P.M.Kjelland:Normaleoderanntihendnormale

Blutk6rperchensenkungreaktionundpositiverBacill-

enbefundbeiTuberculose.

血 液 沈 降 速 度 ・・Fshroeusが 新 獲 見 以 來 常 二 療 養 所

二於 テー 般 的診 噺 二 多 ク使 用 サ レル 様 二成 ツ タ 爾 臨

林 醤 モ今 日デ ノ・常 二診 断 二 意 義 ア ル モ ノ ト シテ居 ル 。

時 々世 間 デ血 液 沈 降 速 度 ノ診 断 ノ債 値 が 漸 次 衰 ヘ テ

來 タ傾 向 ガ見 エル 。

OttoLassenトKIsager・ ・結 核 患 者100名 デ11mm

以 下 ノ カ'7名 ア ツタ ト、Braeuningノ ・1-5mmが5

%、5--6mm5%ア ツ タ1・報 告 シ テヰ ル ガ 余 ・・102

名 ノ開放 性 肺 結 核 婦 人 患 者 ト同 ジ154名 ノ 男 子 患 者

ニ ッ ィテ検 査 シ、血 液 沈 降 速 度 ト全 部 同 時 二結 核 菌 陽

性 者 ヲ槍 査 シテ見 タ。使 用 ニ ツ イテ ・・常=Westergren

ノ方 法 デ1時 間 ノ値 ヲ取 ツ タ ト。材 料 全 部256名 ノ結

核 患 者 デ49名(39名 男 子 、10名 女 子)血 液 沈 降 速 度 ・・

(O-10mm)低 カツ タ 、ソ シテ36名 ・・増 殖 性 牧 縮 機 轄 、

10名 ノ・滲 出性 デアツタ、24名 ・・肥 厚 セル圓 イ空洞 が

アリ7名 ハHilusノ 近 クニ空洞 が見 エタb。

(東京市療 川上抄)

肺結核 療法 ノー方法 トシテ 選揮 的上部肋骨成形

術

F.W。Antelawa:DieSelektiveobereThorakoplastik

alseineMethodederTherapiederLungentuber・

culose.

一般 的慮用 ノ虚脱療 法(人 工氣胸、横隔 膜帥経捻除術、

全胸 廓成形 術)・・廣 ク研 究 セラ レソ シテ肺結核 ノ空洞

防止 二封 スル基礎的治療法 ト成 ツタ。ソノ作用範園 ・・

侵 サ レタ肺組織 ノ局部 ヲ牧縮 セ シメル ノ ミナラズ健

康 ノ部分 マデ虚 暁 ヲ成 入 我 々ノ・85名;CoffeyAnte・

lowa手 術 ヲナ シ次 ノ如 キ結論 ヲ得 タ リト.

(1)肺 結核 ノ局部的 ノ進行 ノ・R6ntgen診 断 ノ進歩デ

選澤的 上部特 二虚脱)虚 脱療 法 ハi新治療法bシ テ特=

員 フ所 がアル。

(2)i欠 二成 スベキ手術 ノ攣 化 ・・選揮 的上部肋骨成形

術 ヲナス。

(a)肺 尖 部成形術、(b)前 、 前上、 前側 ノ成形術、

(c)後 上部成形術。

(3)手 術 ノ技術 ノ完成 ニ ヨリ選澤部 上部成形術・・大

切 ナ手術 デ アル胸 廓 ノ内部 ・・害サ レズ術式 ニヨツテ

手術 ノ影響 範園 ヲ残 シ健康部 ニモ害 ヲアタヘナイ。

(4)選 揮的上部胸 廓成 形術 ハ 作用 シタ肺組織 二選揮

ナル能力 ヲ與 ヘ ソシテ余 ノ報告 シタ 例敬 デ十分 ナ良

イ結果 ヲ與 ヘタ傾 キが アル。

(5)結 核機轄 ノ十 分 ナル診断 ノ・上部胸廓成形術 ノ何

レノ方 法 ヲ使 用ス ベキ カが主 要條 件 デアル。

(6)深 サ が第2肋 骨間 ニマデ至 ラナイ肺 尖空洞 二於

テ・・肺尖 成形術 ニヨ リ盧脱 セラル。

(7)盧 脱 ハ特 二解剖 的状態 二 慮 ジテ 危瞼 ノナ1手 術

法 デ敷 果的 デ他 ノ優越 ナル肺尖成形術 二封 ジCoffey・

Antelowaノ 手術 ・・長所 がアル。

(8)前 鎖骨 間 二限局 セル空洞 ハ1-2胸 骨部肋骨切除
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ヲナス是等 ノ場合 ハ 前上 部 ノ胸廓 成形術 ガ手術 トシ

テ良 イ。

(9)側 面 ト後面 二限局 セル空洞 ・・軍 二後上部 ノ胸廓

成形術 デ虚脱サ レル。

(10)前 述 ノ場合 ・・時 ヲ違ヘ ズ使用 セ ル 優秀 ナル上部

胸 廓成形術 ・・大 イニ杜 會的意義 ガア リ、亦結核豫 防二

i封シ早期治癒 二封 シテ患者 ノ活動 ヲ 可能 ナ ラ シメル

爲 メニ意義 ガアル ト。(東 京市療 川 上抄)

BeitragezurKlinikderTuberkulose86Band.5Heft.1935.

KarlTurbanノ 悼

E.Rumpf:

1935年4月5日KarlTurbanノ ・ス ウィッツル ノMaien・

feldニ テ死 去 シタ 。

ス ウィッツル ノ・氏 ノー 生 涯 ノ地 デ ア ツ タ。民 ノ主 業 績 ノ・

肺 結 核症 知 見補 遺 ト シテ 帥 ツル バ ソ氏 三 期 分 類 ヲ登

表 シタ 〃 ・1899年 デ ア ツ タ。

1889年 二Turban「 サ ナ ト リウ ム」ヲ開 イ テ臨 抹 二從

事 シタ.氏 ハ 幼時 カ ラ脊髄 前 角 炎 ノ爲 右脚 ノ不 具 二加

ヘ テ肺 結 核症 二罹 リ非 常 ナ 苦 痛 ノ中 二勉 學 努 力 シテ

此 大 成 ヲナ シタ ノデ アル トテ此 ノ生 涯 ノ 傳 記 ヲ記 述

シテ居 ル。(東 京 市療 太 田抄)

非 定型 性 状 ヲ有 ス ル2人 ノ結 核 患 者 喀 疾 ヨ リ 培

養 セ ル抗 酸 性 菌 種 二 就 テ ノ研 究

A.Mager:StudienanzweiausdemSputumTuber-

ku16serGezifchtetens5urefestenBacillenmitaty・

pischenVerhalten.

著 者 ハニ ケ 所 ノ健 康 相 談 所 カ ラ 逡 ラ レタ患 者F及 ビ

Lナ ル 雨 人 ノ検 疾 中異 状 ナ ル 性 質 ヲ 有 ス ル ニ 菌種 ヲ

得 タ ノデ之 ヲ報 告 シテ居 ル。

雨者 ・・臨 殊 上 及 ビ 「レ ソ トゲ ソ」検 査 上 立派 ナ 肺 結 核

患 者 デ アル 、著 者 ノ・最 初 患 者Fカ ラ菌 ヲ見 タ時 ハ操 作

中入 ツ ター 種 ノ雑 菌 カ ト思 ツ タ程 デ ア ル。然 シ雨3同

ノ迭 附 ヲ請 ヒ ロ腔 粘 膜 ノー 片 ヲ モ 楡 シタ が確 カニ肺

臓 内 ヨ リ ノ喀 出菌 ナ ル コ トヲ知 ツ タ。近 來 然 ル ニ各 國

共 二興 味 ノ中心 トナ レル結 核 菌 ノ多 異型 及 ビ骸 育巡

環 過 程 等 ノ説 二野 シテ或 ・・好 資 料 トナ ル カ ト ノ考 ヘ

カラ之 ヲ登 表 ス ル。

雨菌 種 ノ・v一 ウ ェ ソス タ イ ソ氏培 養 基 中 二1-2週 間

デ 「オ レ ソヂ」黄 色 二多数 二繁 殖 シ 乏=尼 ガベット氏染

色 標 本 デ ・・赤 色 及 ピ青 色 ノ桿 菌 ノ混 合 ヲ見 ラ レル。其

他大 抵 ノ培 養 基 二良 〃繁 殖 シ就 中ヱ 氏培 養 基、 寒 天 、

葡 萄 糖 寒 天 「ジー ゼ ル」肉汁 酵 母 「エ キス 」等 二最 モ良

ク、 脆 汁 寒 天 、 及 ビ 「ペ ブ トソJ水 二 ・・飴 リ良 好 ナ ラ

ズ、 蒸 鯉 水 中 デモ1日 位 生存 スル、 之=Timothee

菌 ヲ比 較 シテ 見 ル ニ 同培 養 基 デ・・殆 ソ ド同 様 ナ 型 態

二 見 エ ル 叉顯 微鏡 的 ニモ 相 似 タ型 ヲ示 ス、叉 培 養 基 ヲ

換 エ テ 見 ル ト各 肉 眼 所 見 ヲi愛 ジ各 培 養 基 特 有 ノ性 質

二髪 ズル 、帥 此F及 ビL、Timothee菌 三 者 ノ間 二 ・・極

メテ相 似 タ性 質 ヲ保 有 ス ル コ トヲ知 ル。又種 々 ノ移 植

中 細 カ イ短 イ非 抗 酸 性 ノ 球 菌 様 ナ モ ノニナ ツ タ リ叉

太 イ、一様 ノ「チ ー ル」染 色 二良 ク見 エ ル桿 菌 ニ モ ナ ツ

タ リス ル。叉 之 二赤 黒 色 ノ顯粒 ヲ見 ラ レ,レコ トモ アル 。

顧 粒 状 ノモ ノ・・多 ク若 イ培 養 二見 ラ レノ%然 シテ是 等

ハ決 シテ異種 菌 ノ混 入 二非 ズ、又 登 育過 程 ノ攣 化 デ モ

ナ イ。 適 温 ノ生 理 的 條 件 二 關 ス ル コbが ア ル 帥、F、

L・ ・37度 デノ・定 型 的 ナ 抗 酸 性 菌 デ アル ガ室 温 中 デ ハ

深 部 二繁 殖 シテ且 ツ多 種 型 ニ ナ リ易 イ。溶 菌 作 用 ハ1

2ノ 例 二 見 ラv喰 菌 作 用 ・・菌 種 ノ何 レモモ 軍 蜀 的 ニ

ノ・起 ラ ヌ、動 物 實 験 デ ノ・L菌 種 ノ・病 原 性 ナ ク、 叉F菌

種 モ海猿 ニ テ ・・確 實 ナ病 原 性 ・・認 メ ラ レヌ、然 ル ニ此

患 者 ・・3年 以 前 ノ・開放 性 結 核 患 者 デ ア リ現 在 ・・人 工

氣 胸 ノ結 果 良 好 二 ・・ナ ツ テ居 ル ガ 此 菌 ヲ 喀 出 シテ居

ル ノデ アル。(東 京 市療 太 田抄)

關 節 「ロイ マ チ ス ム ス」卜肺 践 疾 患

Th.Rehberg:Gelenkrheumatismusu.Lungenleiden.

傳 染 性 多登 性 關節 炎 ガ種 々ナ細 菌 二依 ツ テ 起 ル ト同

襟 二結 核 菌 二依 ツテ モ オ コ リ得 ル コ トノ・何 人 モ 考 ヘ

ル所 デ ア,レ、然 シ未 ダ之 ガ實 際 上 關 節 炎 ノ中 ノ何 程 ガ

結 核 菌 二依 ル カ叉 結 核 性 疾 患 ノ如 何 ナ ル 場 合 二之 ヲ

獲 ス ル カ・・全 ク不 明 デ アル 。然 ル ニL6wensteinノ 流

血 中結 核 菌 槍 出等 カラ又 ・・Poncet・ ・實 験 例 カ ラ結 核

性 關 節 「ロイ マ チ ス ム ス」ヲ肯 定 シテ居 ル。著 者 ハ3例

ノ肺 結 核 症 患 者 一 急 性 及 ビ 慢 性 關 節 「ロ イマチ ス ム

ス」ノ患 者 二遭 遇 シタ然 シテ之 ヲ 結 核性 關 節 炎 ト見 徹

ス 可 キ カ否 カ ニ就 テ、局 所 ヵ ラ ノ結 核 菌楡 出、 叉 ・・局

所 的 結 核 性 病 墾 等 ヲ研 ス ル ニ 明 カナ ラ ズ、 叉 其 他 「ツ

ベ ル ク リ ン」療 法 「サ リチ ル」酸 療 法 等 ヲ行 ヒ是 等 カ ラ

判 定 シ様 トシタ が之 亦 明 カ デ ナ イ、 之 二俵 ツ テ著 者

ハ結 核性 關 節 「ロ イマ チス ムス 」ナ ル疾 患 ・・理 論 上 、考

へ得 ル トシテ モ實 例 ヲ謹 明 スル コ ト・・困 難 デ ア ル ト
。

叉 他/1例 ・・氣 管枝 据 張症 ノ 患 者 二Histaminヲ 注
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射 シタ結 果急 性 關 節 「ロ イ マ チス ムス 」 ヲ併 登 シタ之

ハ 然 シ喀 疾 中結 核 菌 ヲ認 メ ラ レズ。

此 ノ場 合 ノ・Hista血inガ 振 張 氣 管 枝 腔 内 デ 蛋 白分解

ヲ起 シテ共 爲 メ ニ示申経 系 二及 ボ シタ 「ア レ,レギ 簡」性

炎 症 デ ァ ル ト考 フ可 キデ ア ル ト。

(東 京 市 療 太 田抄)

膨 脹 不 全 力 、 浸 潤 力?

HansStarcke:AtelektaseoderInfiltrierung?

著 者 ノ・肺 臓/「 レ ソ トゲ ン」検 査 上 現 バ レル 病 影 ガ肺

ノ萎 縮 二依 ル病 影 力 或 ・・肺 浸 潤 ノ爲 メ ノモ ノ カ ヲ鑑

別 診 噺 ス ル コ ト ノ非 常 二 困 難 ナ揚 合 ヲ 説 明 最近 遭 遇

シタ9例 二就 テ 記 載 シテ居 ル、即 其 中 ノ1例 ノ如 キ ・・

初 メ圓 形 ノ蜀 立病 影 ヲ認 メ タ所 ガ後 二24日 ヲ 経 過 シ

テ 「レ」線 鳥 眞 ヲ見 ル ニ 同局 所 二 空洞 ヲ認 メ タ、此 例 ノ

如 キ ノ・明 ラ カ ニ浸 潤 影 デ ア ツ タ コ トヲ知 ツ タ。

叉 次 ノ例 デ ハ肺 門 部 淋 巴腺 腫 脹 ノ 爲 メ ー 其 上 部 二濁

立 病 影 ヲ見 タ時 二、鍛 日デ之 ガ消失 シテ痕 跡 ノ・何 モ残

サ ナ カ ツ タ、叉 同時 二肺 門部 淋 巴 腺 影 モ萎 縮 シテ シマ

ツ タ、是 等 り淋 巴 腺 ノ腫 脹 二依 ル局 所 的 肺萎 縮 ノ陰 影

ダ ト考 ヘ ラ レ ル。 然 ジ斯 様 二 示 ス通 リ今 日 「レ ン トゲ

ソ」診 断 上 容 易 二肺 萎 縮 ガ問題 ニ サ レテ居 ル ガ實 ノ・之

ガ鑑 別 ノ・仲 々困 難 ナ場 合 ガ 存 ス ル モ ノデ 後 ノ結 果 カ

ラ診 テ初 メ テ之 ヲ知,レ場 合 ガ アル。

i欠二近 來Klareノ ・小 見 デ ノ・第3期 肺 結 核 症 二到 ル様

ナ モ ノ ハ淋 巴 腺髄 質 ノナ イ モ ノデ ア リ反 封 二 淋 巴腺

盟 質 ノ モ ノ カ ラ ・・急 性 浸 出性 肺 結 核 症 ヲ 起 ス ト云 フ

が著 者 ノ以 上 ノ例 デ ハ 立派 二 淋 巴髄 質 ノ 小 兜 デ ア ツ

テ輕 症 肺 結 核 トシ テ 良 好 経 過 ヲ トツ タ モ ノ ・アル 所

ヲ見 レバKlareノ 説 ・・首 肯 出來 ナ1。

(東 京 市療 太 田抄)

肺 膿 「レ」線 像 上 孤 立 性 及 ビ 多 獲 性 圓 形 陰 影 ノ病

因 二 就 テ

J.Schemmel:ZurPathogenesesolit5reseumultipliiSe

RundschattenimLungenr6ntgenbild.

著 者 ノ・肺 「レ ソ トゲ ソ」検 査 二際 シ 圓 形 陰 影 ガ 時 ニハ

孤 立 性 二叉 或 ノ・多 稜 性 二 現 バ レル ノヲ間 々見 受 ケ ル

が カ ・ル陰 影 ・・最 モ 屡 く結 核性 疾 患 影 デ アル が時 ニ

ノ、腫 瘍 ノ轄 移/コ トア リ叉 肺 臓 、 「エ ヒ ノコック ス」、

徽 毒 、 氣 管 枝 肺 炎 、肺 臓 内 淋 巴 腺 トジテ モ現 バ レ ル コ

トモ アル 。

結 核 性 ノ圓 形 陰 影 ノ・肺 結 核 症 ノア ラ ユ ル病 期 二見 ラ

レ・ル ガ之 が初 感 染 竈 影 デ ノ・ナ イ、小 見 ニ ハ籐 リ見 ズ経

録 【第15巻

過 ハ圭 二良好 デアル。(東 京市療 太 田抄)

肺結核症 ノ虚 脱療法適底症

B,M.Chmelnitzky:IndikationzurKollapstherapie

beiLungentuberkulose.

著者 ノ・大膣 綜訊的 二少数 ノ實験例 ヲ塁 ゲテ片側及 ビ

雨側人 工氣 胸、横隔膜 紳経 捻除術、胸廓成形術 等二就

テ共 ノ適慮 ヲ記載 ジテ居 ノレ。

マヅ片側 人工氣胸 ノ場合 ノ・第1二 他側 ノ獣態 二依 ル、

然 シテ新鮮 ナ小病竈 ノ散布/時 叉 ハ 多少潰瘍性攣化

ヲ來 シタモ ノニモ行 フ、叉 小空洞 ナラバ之 ヲ行 ツテ空

洞 ノ治癒 モ望 ミ得 ル。

然 シ最 モ良 イ場合 ノ・i新シイ滲潤 デ 繊維性乾 酪性攣化

ガ急速 二進展 スル檬 ナ場合 デアル。

叉臨 殊的 「レソ トゲ ソ」検査 上明 ラ カナ空洞 ・・見 エズ

然 モ永久 二結核菌 ノ清 失 シナイ標 ナ揚合 モ 好條件 デ

アル。

叉肺 出血 ノ止血 出來 ヌ場 合 ニモ完全盧脱 ガ 出來 レバ

好 適慮 デアル。

雨 側人工氣 胸 ノ場合 ノ・雨側 ガ大 盟 同 ジ標 ナ攣化 デア

リ、繊 維性乾酪性攣化 ノアルモ ノニ行 フ、叉他 ノ臓器

二病 攣少 ク雨側空洞 ノモ ノニモ行 フ。

叉横隔膜 紳経捻 除ハ下、中肺 野 ノ病攣 アルモ ノニ カギ

リ行 ヒ得ル。カ ・ル場合 ニテノ・著者 ノ・135例 二行 ツテ

71.5%ノ 良結果 ヲ得 タ。殊 二早期浸潤 ノコ ノ部 ニアル

モ ノデアル然 シ大髄、此療 法 ノ・他 ノ手術 ノ補助療法 デ

アル、叉 氣胸 ノ場合 ノ縦隔餐 ノ移動 アル時 二之 ヲ行 フ

ト敷 ガアル。

叉 胸廓成形術 ハ心臓大 血管赫経等 ノ獣態 ヲ顧 慮セネ

バナ ラヌ。著 者ノ・ユ07例 中50%ノ ・良 好ダツタ ト云 フ。

(東京市療 太 田抄)

結核症=於 ケ ル 血清 ノ架状性1=就 テ ノ定量的測

定

WilhelmMoluar:DiequantitativeBestimmungder

Serum-flockbarkeit(Kolloidlabilit翫)beiTuberkUlose.

著者 ・・結核 患者血 清 ノ膠質不安定性 ノ程度 ヲ測定 シ

タ 。

帥 著 者 ハ7α α入 ノ「ニ ッス ル」ノ圓 心洲 殿管 ヲ用 ヒ、之

二 〇.5c.α宛 ノ 目盛 リ ヲ附 シテ居 ル、 共 目盛 ニ ハfニ ッ

ス ル 」淵 殿管 ノ細 イ同 裡 ノ部 デ上 ノ・振 が ツ テ居 ル、「グ

ロ プ リ ン」分 離 ノ現 象 ノ、マ テ フ*一 ノ反 雁iノ 時 ノ様 二

壱P・ ・mノ 硫 酸 「ア ノvS一 ウ ム」デ オ コ リ得 燃 ジ

テ此 反 雁iノ・健 康 者 デ ハ コ ノ揚 合 何 等 ノ 沈 澱 ヲ オ コサ
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ヌ之 二 反 シ テ結 核 患 者 デハ0.3ccmノ 患 者血 清 二封 シ

テ硫 酸 「アル ミ」 ウ ム」液 ヲ1.2-1.5--1,8ト7.5ccm

迄入 レテ之 ヲ振 盈 擾 拝 サ セ テ之 ヲ遠 心 沈 澱 サ セ ル 、然

ラバ組 織 破 壊 ノ程 度 二依 ツ テ沈 渣 が 生 ズル 結 核 患 者

ノ血 清 中 二 ・・多 量 ノ 「グ ロ ブ リ ソ」ヲ含 ム ノミナ ラズ、

健 者 二比 シテ遙 カニ不 安 定 ナ 「グ ロ ブ リ ソ」ヲ 有 ス ル

ノデ アノレ。

此 手技 ノ・マヅ0・3ccmノ 空腹 時 血 清 ヲ24-30時 間 放

置 ンテ2本 ノ「一 ッ〃 」管 一入 レテ縦 ノ巷P・ ・mノ

硫 酸 「ア ル ミニ ウム」ヲ1方 ノ管 二1.8ccm入 レ他 方 ニ

ハ4.5ccm入 レル 、 管 ノロ ヲ閉 ヂ テ振 盤。1-2分 間.叉

立テ ・放 置 ジ1500同 廻轄 ニテ2分 間遠 心沈澱スル。

「エスバッノ・」ノ蛋 白尿定 量 ノ檬 二沈澱 ヲ 目盛 リデ ヨ

ム。之 二就 テ大切 ナ注意 ・・血清 ノ同質ナル コ ト、即探

血 時 ヲー定 ニスル注意、遠心沈澱 ノ廻縛速度 時間 ノー

定 ト云 フコ トデアル。

膿胸或 ・・廣範 ナ浸 出性空洞 ノアル 場合等 ノ・此沈 渣 ガ

多 イ。

叉骨結核症 ノ場合 二・・他 ノ膠 質槍査法 デ ハ 著 明デナ

クテモ此場合 ハ著 明ナ攣 化 ヲ認 メ ラ レル。

(東京市療 太 田抄)

BeitragezurKlinikderTuberkulose86Band6Hefし

LudolphBrauer満70年 誕 生 ヲ迎 ヘ テ

Ulrici:LudolphBrauerzum70Geburtstag.

1935年7月1日 デLudolphBrauerが 満70年 ノ誕 生

ヲ迎 ヘ ル ガ氏 ・・Beitr5gezurKlinikderTuberkulose

結 核臨 休 雑 誌 ノ創 始 者 トシテ モ1902年 以 來 幾 多 ノ努

力 ヲ残 サ レ叉 臨 休 馨 家 トシ テ特 二 人 工 氣胸 術 ノ掲 逸

二於 ケ ル實 行 家 ト シテ名 聲 ア リ今 日 二 到 ツ タ ト氏 ノ

業 績 ヲ賞 嘆 シ テ居 ル。(東 京 市 療 太 田抄)

血 球 鑑 別 椀 査 ヲ標 識 トシテ ノ 「ツ ベ ル ク リシ」皮

内 及 感 ガ 進 行性 及 停 止 性 結 核 症 ノ 判 別 トシテ 役

立 ツ ヤ 否 ヤ

H.Decker:Erm5glichtsdieintrakutaneTuberkulin-

reaktionmitfolgendenKontrolledesDifferential-

blutbildeseineUnterscheidungzwischenaktiveru .

naktiverTuberkulose?

「ツ ベル ク リソ
」反慮 丈 ケ デ ハ結 核症 ノ 進 行 性 或 ・・停

止 性 ヲ判 別 ス ル コ トハ不 可 能事 デ アル 、印 反 慮 ノ強度

ガ症度 ト或 ・・症 質 トー 致 シナ イ。

然 ル ニEngel及 ビOcker等 ・・Pirquet民 反 鷹 ト共

二 血球 鑑 別楡 査 ヲ行 ツ テ 進 行 性 ノモ ノ ー ・・反 鷹施 行

後 ノ血 球 が左 偏 シテ居 ル ト云 フ。

之 二依 ツ テ著 者 ハ之 ガi追試 ヲナ ス。

50例 開放 性 結 核 症 、50例 健 康 者、18例 治 癒 者 、3例

腎臓 結 核 症 合 計121例 二 就 テ 「ツ ベ ル ク リ ン」皮 内 反

慮 ヲ行 フ(lmg薔 「ッ ベ ル ク リソ」)、注 射 前 、注 射後24

時 間、48時 間 二探 血 。 、

然 ル ニ開 放 性 ニ テ進 行 性 ト思 ハル ・者50例 ・・皆 、 反

慮 後 、血 球 像 左 偏 シ、 健=康者 ノ・影 響 ナ ク、治 癒 者 モ亦

影 響 ナ ク、淋 巴球 二 就 テ ・・一 定 ノ成 績 ヲ定 メ ラ レナ カ

ツ タ ト云 フ。(東 京 市 療 太 田抄)

肺 結 核 症 ノ各 病 型 ノ 臨 躰 鑑 別 二 際 シ 赤 血 球 沈 隆

速 度 二封 シテ 白血 球 像 ノ意 義

Leitner:DieBedeutungdesweissenBlutbildesim

VerhEltnisszurBlutk6rperchensenkungsgeschwin-

digkeitbeiderklinischenBeurteilungeinzelner

FormenderLungentuberkulose。

著 者 ・・肺 結 核 症 ノ病 型 ヲ 分 ツ上 二 臨 林 上 赤 血球 沈 降

速 度 が一 般 二非 常 ニー 致 セ ヌ ト云 フ コ トカラ之 ト 白

血 球 像 トノ關 係 ヲ研 究 シタ、師109例 ノ患 者 二就 テ 赤

沈 ト中性 嗜 好 細 胞 左 偏 トヲ同 時 二行 フ、白血 球 像 デ ・・

84・3%カ"一 致 シ15.7%が 不 一 致 デ ア ツ タ ニ比 シ、 赤

沈 デ ・・67.9%が 一 致 シ32.1%が 不 一 致 デ ア ツ タ之 二

依 ル ト赤 沈 ヨ リノ・幾 分 白血 球 像 ノ方 ガ 良 イ標 二思 ハ

レ〆ノレo

叉 中性 細胞 以 外 二軍 核 細 胞 過 多 ハ 結 核 経 過 が 安 定 セ

ヌ謹 櫨 デ ア リ帥 個 髄 ト細 菌 トノ孚倒 ヲ示 ス 、 「エ オ ジ

ソ」細 胞 過 多 ハ亦 治 癒 ノ謹 デ ノ・ナ 久 常 二進 行 ヲ示 ス 、

淋 巴球 ・・中 等度 ノ時 、未 ダ治 癒 傾 向 が充 分 デナ 久 淋

巴球 減 少 ハ進 行 ヲ示 シ過 多 ハ良 好 ヲ示 ス。

何 レニ シテ モ 之 二 ・・「ア ル ネット」ノ白血 球 検 査 方 法 ハ

絵 リ細 カニ ス ギ テ臨 休 上 ニ ハ 向 カズ ム シ ロ「シッリ ソ

グ」ノ方 法 ヲ推 賞 ス ル。(東 京 市療 太 田 抄)

ヤ 量 ベ ウ ズ氏 胸 腔 鏡 ノ新 改 夏 法

AlfGullbring:EineneueModifikationdesJako.

baeuscheThorakoskopie.

著 者 ・・從 來 ノJakobaeusノ 胸 腔 鏡 ヲ改 良 シテ報 告 シ

タ、帥 重 ナ ル鮎 ハ封 物 装 置 デ ア ツ テ部 チ從 來 ノモ ノハ

封 物 「レソ ズ」ガ凸 「レ ソズ」 ヲ用 ヒテ アル ノ ニ 著 者 ハ
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之 二凹 「レ ソズ」 ヲ用 ヒ タ ノデ ア ル 之 二依 レバ見 一」ル

像 ガ周 邊 迄 明瞭 二 見 得 ル 且 ツ 振 大 モ 從 來 ノ モ ノ ニ比

シテ大 キ ク見 易 ク ナ ソテ居 ル ト云 フ。

(東 京 市療 太 田 抄)

肋 膜 腔 内 爲 眞 術

AlfGullbring:EndopleuralePhotographie.

前 章 ノ改 良Jakobaeusノ 胸 腔 鏡 ヲ用 ヒテ之 二鴇 眞 「カ

メ ラ」ヲ取 附 ケ タ モ ノデ アル 。

胸 腔 鏡 ノ封 眼部 二鴇 眞 「カメ ラ」ヲ取 附 ケ 之 レ カラ腕

ヲ出 シテ 「プ リズ ム」ノ作 用 二依 ツテ 「ファイ ソダ ー」ノ

役 ヲス ル 封 眼 「レ ソズ」ヲ附 シテ アル。

(東 京 市療 太 田抄)

滲 出 性 肋 膜 炎 後7年 ニ シテ 同 側 二獲 生 セ シ 特 獲

性 氣 胸

LudwigVajda:SiebenJahrennacheinerPleuritis

exsudativaaufgleichenSeitenaufgetretenerSpont・

anePneumothorax.

著 者 ハ特 獲 性 氣 胸 ノ獲 生 動 機 二就 テ 記載 ヴ 其 大 部 分

ガ結 核 症 二基 因 ス ル ト云 フ。

然 シテ著 者 ノ3年 間 二5例 ノ特 獲 性 氣 胸 ノ患 者 ヲ 診

タ ガ 共 中3例 ノ・結 核 患 者 デ ナ ク何 等 ノ病 竈 ヲモ肺 部

二有 セ ヌ モ ノデ ア ツ タ、第4例 ハ 乾 性 肋 膜 炎 ノ後 、 第

5例 ハ滲 出 性肋 膜 炎 後7年 経 過 シ テ 同 側 ニ オ コ シタ

ル モ ノデ アル トェ ヒ。

之 ハ肋 膜 ガ癒 著 セ ズ ニ肋 膜 が 肥 厚 シ彊 力性 ガナ クナ

リ表 面 ガ疎 ニ ナ ツ テ居 タ 、故 二叉 癒 著 モ オ コ リ難 カツ

タ モ ノ ト考 ヘ ラ レ・ル ト。(東 京 市療 太 田抄)

胸 廓 成 形 術 ノ病 理 解 剖 二就 テ

W.H.Stefko.Nikitowa:ZurpathologischenAnato・

miederThorakoplastik.

著 者 ・・胸 廓 成 形 術 ノ結 果 二就 テ種 々 ノ説 ヲ 學 ゲ殊 二

心 臓 大 動 脈 系 統 ノ 病 攣 二就 テ ・・著=者 モ亦Brauer,

Kremer,Cobet,Neddelunger.Werth氏 等 多 数 ノ學

者 ノ言 トー 致 スル コ トヲ述 ブ。

之 二就 テ 著 者 ノ・最 近 、4例 ノ胸 廓 成 形 術 後 死 亡 シタ 患

者 ノ剖 検 例 ヲ墾 ゲ之 が 肉 眼 的 及 槍 鏡 的所 見 ヲ述 ベ テ

居 ル 。

1例 ノ・術 後 数 日 ニ テ死 亡 シ 他 ・・皆1ケ 月 以 上 ヲ 経 過

シテ居 ル 。

之 二依 レバ手 術 側 ノ肺 臓 二於 テ ・・氣 管 枝 二(殊 二 中等

度 氣 管 枝 、第 二 、 第 三 分 岐)老 明 ノ攣 化 ガ 見 ラ レル、

氣 管枝 壁 ノ破 壊 状 態 ノ進 行 ト軟 骨 ノ 退 行 性 攣 化 トが
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見 ラレル、此状態 ハ決 シテ氣胸術施 行 デノ・見 ラレヌモ

ノデアル。叉 アル例 デ・・肺組織 が進化 ヲ認 メラ し・タ状

態 ニナ ツテ軟骨性氣管枝 ノ完全 ナ 壌疽 ヲ見 ルコ トモ

アノレ。

小氣 管枝 二於 テノ・氣 管枝 内膜炎 ノ像 ヲ呈スル。故 二此

内容 ニノ・破壊 サ レタ細 胞小片 デツマツテ居 ル。多 クノ

例 デノ・細 胞小片 が他 側 ノ肺臓 ノ粘膜 二逡 ラ レテ ソコ

ニ附著 シテ居 ル然 モ ソノ部 ノ・限局性炎症 ヲ 呈スル屡

く吸引性肺 炎 ノ夘 キ檬 ヲ呈 スル。

叉空洞 デノ・内容 ノ清失 ス ル 程 二破壌 サ レテモ解剖學

上 ノ見地 カラス レバ決 シ テ 完全 ナ治癒 ・・ナシテ居 ラ

ヌ、何 トナ レバ カ ・ル場合 二・・空洞 ノ周 園 ニー聯 ノ組

織 形成 ヲ見 ル即 チ滲潤 性 ノ肺 組織 ノ深 部 二増殖 シテ

多孔性 ニナ ツテ翻 博 ヲ示 シテ居 ル。組織 ノ形成 ヲ見 ル

コ トサヘ アル ノデ アル。

カ ・ル組織 形成 ハ 重感染竈 ノ周国 二生 ジタ攣質的空

洞 二特 有 デアル。

叉全盟 ノ肺組織 デ ・・殊 二下葉 二於 テ ノ・淋 巴管 ノ叉時

二静脈 内 ノ著 明 ナ停滞 ヲ認 メル。叉 時 ニハ増殖性 ノ淋

巴管炎 ヲ見 ル コ トモァル。

叉 、結核症 ノ揚合胸廓成形 術 ノ治癒敷果 ノ・結締織 ノ進

展 二基 〃、共結締織 ・・主 トシテ血 管 ノ外壁 カラカ或ノ・

小葉 間叉ハ大葉間 ノ間壁 ノ疎 雑 ナ 結締織性組合 セカ

ラ生成 シテヰル。

叉肋膜 二就 テノ・著明 ナ反慮 が 見 ラ レル 帥 チ繊維性攣

化 ノ登生、叉肋膜 ノ肥厚 デアル、叉、 不充分 ナ結果 ノ

揚合 ニハ肋膜 二生 ジタ乾酪性病攣 ノ破壌 ガ見 ラ レ、共

他 肋膜 ニモ、脂肪肥厚 ノ獲生 ヲ見ル。

他側 ノ肺 臓 二於 テモ代償 的氣腫 ヲ呈 スル叉淋 巴停滞

ヲ登 生スル。

叉 心臓 二就 テノ・心筋 ノ・共 レ自均盤 リ攣化 ハナク、間質

的心筋炎 ノ型 式 ヲナ シテ心筋 二攣化 ヲ機生 シテ居 ル。

(東京市療 太田抄)

慢性肺結核症 二屡スル大空洞形成 ノ知 見

AntonSatller:ZurKenntnisderRiesenkavernenbil。

dungimRahmenderchronischenLungentuberkulose,

著者 ノ・慢 性肺 結核症 ノ中二全 肺翼 ノ空洞化 ノ例 ヲ4

例報告 シ之 が 時 二特性氣胸 ト間違 フコ トアル ヲ述べ

テ居 ル、叉之 ノ・圭 二婦人 二多 イ何 トナ レバ安静 的生活
の

ヲ取 リ得ル が故 デ アル、叉 左側 二生 ズル場合 が多 イコ

トヲ他 ノ學者 ノ登表例 カラ統言1的二訊 明 シテ居 ル。

(東京市療 太 田抄)
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海 瞑 淋 巴腺 内直 接 接 種 二依 ル 結 核 症 ノ 早 期 診 断

二就 テ

E.Piasecka・Zeyland:UberdieSchnelldiagnose

derTuberkulosedurchunmittelbareLymphdnisenin・

jektionbeiMeerschweinchen.

著 者 ハ喀疾 、 尿 、胃 液 等種 々 ソ疑 ・・シイ槍 査 材 料248

種 ヲ海6冥ノ膝髪淋 巴腺 二注射 シ テ 之 ヲ 「ツベル ク リ

ン」皮内反磨 二依 ツテ槍査 シタル ニ114例 ノ陽性成績

ヲ得 タガ114例 ノ大部分 ・・3-4週 間以内 二得 ラ レタ

帥881114、 部約77%デ アル トテ此 方法 ガ他 ノ方法 二

比 シ確實 二且 ツ早期 二診 噺 シ得ル ト云 フ。

(東京市療 太 田抄)

BeitragezurKlinikderTuberkulose86Band,7Heft1935.

結 核 症 ノ金 療 法 二關 ス ル研 究 補 遺

J.Zinkernagel:EinBeitragzurGoldbehandlung

derTuberkulose.

7年 以來Berlin/Hasenheide病 院 二於 テ、250人

ノ患 者 ヲSolganal製 刺 ヲ以 テ治 療 シ、 其 内80例 二

就 テ ハ既 二本 誌68Band.1928年 二登 表 シ、之 ・・其 後

二治 療 セル164例 二就 テ ノ成 績 ノ號 表 デ アル。

著 者 等 ハ金療 法 ヲ、虚 睨療 法 或 ハ他 ノ方 法 ニ テ治 癒 セ

シメ得 ナ カツ タ モ ノ、或 ハ是等 ノ方 法 ニ テ治 癒 シ能 ・・

ザル種 々 ノ肺 結 核 症 二慮 用 ジタ。1931年 迄 ノ・61例 二

Solganalヲ 静 脈 内 二注 射 シタ。 共 後4例 二経 口的 二

與 へ、 其 内1例 ・・封 症 的 二快 方 二 向 ヒ、8例 ・・影 響 ナ

ク、1例 ・・悪 化 シタ。 從 テ此'方 法 ヲ中止 シ、其 後 ・・13

例 二水 溶 性 ノSolganalBヲ 、86例 二油 状Solganal

Bヲ 筋 肉 内 二用 ヒ タ。

全 療 法 ノ絶 封 禁 忌 ・・腎 臓澱 粉 様 攣 性 症 ト、顯 微 性 ノ腸

結 核 症 トデ アル。高度 ノ悪 液 質 二 ・・一 般 二金 療 法 ヲ行

ハナ イ。

用 量 ・・個 人 的 二 異 ナ ル。 一般 二 ・・Schering會 肚 ノ指

定 セル形 式 二則 ツテ 注 射 ス ル。

列 定 ハ 「レ ソ トゲ ソ」像 ト赤 血球 沈 降 遽 度 二 依 ツ タ。

共 結果 ニ ヨル ト、既 二少 量最 初 量 デ此 療 法 ヲ 中止 セ ネ

バナ ラヌ程 、 強 ク反 慮 ス ル結 核 患 者 二 ・・、此 金療 法 ハ

不 適 當 デ アル。 金療 法 ニ ヨツ テ、84%ニ モ上 ル 比較 的

多数 ノ快癒 ヲ見 タ諸 例 ・・、金 ノ全 量5瓦 以 上 ヲ用 ヒタ

場 合/ミ デ アル。以 上 ノ如 キ充 分 ナ ル 量 ヲ用 ヒナ カツ

タ者 ヲ加 算 ス ル ト、160例 中120例 ノ割 合 デ即 チ75%

ガ快癒 シテ ル。

油 状SolganalBヲ 筋 肉 内 二注 射 ジタ方 力・、Solganal

ヲ静脈 内 二注 射ス ル ヨ リモ優 レテ居 ル。然 シ病 氣 ノ経

過 が未 ダ新 シイ場 合 へ 雨 者 ノ数 果 ハ同様 デ ア ル。 疾

患 が新 シケ レバ新 シイ程 、金 ノ作 用 ハ著 シ イ。

滲 出性 及 ビ播 種 型 ノ・特 二金 療 法 二適 當 シ テル 。腸 結 核

症 ノアル 場 合 ノ・危 瞼 デ ア ル。(東 京 市 療 中 田抄)

氣 管 枝 擾 張 症 ノ 病 因 、IV報 告 、 氣 管 枝 鑛 張 症 卜

副 鼻 腔 ノ攣 化

M.KartagenerundK.Ulrich:ZurPathogenese

derBronchiektasien.IV.Mitteilung.Brouchiektasien

undVer5nderungendesNasennebenh6hlen.
　

氣 管 枝 振 張 症 ヲ有 ス ル70人 ノ患 者 二就 テ、 鼻 腔 検 査

ヲ行 ツ タ トコ ロ、39人 即 チ55.7%二 慢 性 上 顎 賓 炎 ヲ

登 見 シタ。斯 ク ノ如 ク多 数 氣 管 枝 振 張症 ト賓 炎 トが併

登 ス ル コ ト・・、 偶 然 ノー 致 ト考 フル コ ト・・出 來 ヌ。

86人 ノ氣 管枝 振 張症 ヲ有 ス ル 患 者1・、100人 ノ肺 臓 健

康 者 トノ頭 部 「レソ トゲ ソ」撮 影 ヲ行 ソ タ ト コ ロ、前 者

ニ ハ前 額 蜜 ノ小 ナ ル モ ノ、叉 ノ・鉄 除 シテ ル モ ノが、 後

者 二 比 ベ ル ト非 常 二多 カ ツ タ。 此 所 見 ・・疑 ヒモ ナ ク、

氣 管 枝 機 張 症 患 者 二 ・・、副 鼻 腔 二登 育 障 碍 ガ ア,レコ ト

ヲ示 ス モ ノデ ア ル。

此 登 育 障 碍 ノ・髄 質 的 ノモ ノデ 、 外 原 性 ノモ ノ デノ・ナ

イ。 從 テ氣 管枝 振 張 症 ト賓 炎1・ ノ併 獲 ノ・、呼 吸 管 腔 ノ

相 異 ナル2個 所 二併 立 ス ル登 育 障 碍 力 或 ・・崎 形 ヲ物

語 ル モ ノデ ア ル。(東 京 市療 中 田抄)

結 核 菌 攣 種 及 ビ葡 萄 欺 球 菌 ヲ 以 テ セ ル 結 核 豫 防

接 種 實 験

J.WeissfeilerundE.N.Morosowa:Schutzimp.

fungsversuchegegenTuberkulosemitverschiedenen

VarietatendesTuberkuloseerregersundmitStap・

hylokokken.

天 竺 鼠 ヲ用 ヒ、6群 二分 チ、各 群 二6-一一14匹 ヲ用 ヒテ

ル。 凡 テ生 菌 ヲ 以 テ免 疫 性 ヲ與 へ、 黄 結 核 菌 株 及 ビ

BCG菌 株 ノ場 合ソ・2彪 ヲ皮 下 二用 ヒ、 黄 菌 株 ノR及

ビS攣 種 ノ混 合 ノ場 合 ・・全 量 ヲ2竈 トシタ。結 核 菌 ノ

非 抗 酸 性 型 及 ビ葡萄 状 球 菌 ヲ以 テ セ ル揚 合 ・・、皮 内 二
の

5日 ノ間隔 ヲ置 イテ3同 注 射 シタ。

6群 トモ簸 法後2-3÷ 月 二、艘 置 ヲ行 一ザル ・8

匹 ノ封 照 動 物 ト共 二、 強…毒 人 型 菌K.6/O.OOOOIre

ヲ皮 下 二接 種 サ レ、 感 染 後4ケ 月 二屠 殺 サ レタ。
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封 照 動 物 トBCGデ 免 疫 性 ヲ 與 ヘ ラ レタ動 物bノ 間

』 ノ・非 常 二差 ガ ア ツ テ、 封 照 動 物 デ ノ・78%ノ ・結 核 症

デ死 ソダ カ叉 ノ・重 篤 ノ結 核 症 二罹 ツ タ。BCG動 物 デ

ハ重 篤 ナ ル モ ノ ノ・1匹 モ無 カツ タ.

天 竺 鼠 ノ・BCG株 ニ ヨ ツ テ、 最 モ 敷 果 的 二免 疫 性 ヲ

獲 得 ス ル コ トガ 出來 ル。故 二凡 ソ免 疫 法 ニ シ テ實 用 二

供 セ ソ トス ル 場 合 ・・、 動 物 實 験 二於 テBCGト 比 較

ス ル コ トガ特 二重 要 デ ア ル。Weissfeilerノ 色 素 形 成

結 核 菌株 叉 ノ・諸 株 ノR及 ビS攣 種 モ 同檬 二 著 シキ免

疫 性 ヲ惹 起 スル 。 此 攣 種 ヲ生 ズ ♪レ攣 遷(Mutation)一

ヨ ツテ 免疫 作 用 ハ失 ・・vナ イ。R攣 種 ・・S攣 種 ヨ リモ

有 数 デ アル 。 雨 墜 種 ノ混 合 ニ ヨ ソテ、ヨ リ弧 力 ナル 免

疫 性 ヲ生 ジナ イ。結 核 菌 ノ非 抗 酸性 型 ノ・僅 カ ノ抵 抗 上
　

昇 ヲ惹 起 スル ニ過 ギ ナ イ。葡 萄 状 球 菌 デ 前塵 置 セル 天

竺 鼠 ・・、 非 特 殊 性 ノ抵 抗 上 昇 ヲ得 ル コ トガ 出來 ル 。

(東 京 市療 中 田抄)

成 人 二 於 ケ ル 結 核 菌 ノ讃 明 二就 テ 、胃及 ビ十 二 指

腸 内 容 物 ノ培 養

KarlMenzelundJosefSchramek:ZumNachweis

derTuberkelbacillenbeimErwachsenen:dieKultur

ausdemMagen-undDuodenalinhalt.

成 人結 核 患 者 二於 テ ハ喀 疾 ノ顯 微 鏡槍 査 及 ビ共 培養 、

自然 喀 出無 キ場 合 ノ喉 頭/塗 抹標 本 鏡 楡 及 ビ 其 培 養

二次 イデ、 胃空 盧 時 ノ粘 液 、十 二指 腸 内 容 物 及 謄 汁 ノ

分 劃 探 取 が有 数 デ アル。

可 及 的 多 量 ノ材 料 ヲPetragnaniノ 培 養 基 二 培養 ス

ノレo

胃及 ビ十二指腸 内容物 ヲ検査 スル場合 ハ、培養 法 が鏡

検 ヨ リモ本質 的二有敷 デ、叉動物試験 ヨ リモ簡軍 デ且

ツ確實 デアル。

120人 ノ成 人肺結核症 ノ内、喀 疾 ノ顯 微鏡的槍 査及 ビ

其 培養 試験、叉喉頭 塗抹標本 特 二共培 養等 ニテ陰性 ノ

結果 ヲ示 シタモ ノガ84例 ア リ、此 陰性患者 ノ内17例

ガ胃及 ビ十二指腸 内容物 ノ培養 デ陽性 ヲ示 シタ。

各患 者 ノ喀疾楡査 ノ・上記4方 法 デ 屡 く繰 リ返 シテ行

ヒ、陰性 デアツタ ノデ アル ガ、 胃及十 二指腸内容物/

培養 ノ・唯1同 行 ソタ ニ過 ギズ、而 モ陽性卒 力・高 カツタ

ノデ アル カラ、此方 法ノ・非 常ナ精確 サ ヲ有 ス ル ト云 ツ

テ良 イ。

斯 クノ如 ク他 ノ方 法 デ結核 菌 ヲ詮 明 出來 ヌ揚 合 デモ、

胃及十 二指腸 内容物 ノ培養 丈 ガ結核 菌謹 明 ヲ爲 シ途

ゲル コ トガアル ヵラ、實用上債 値 ガアル。 從 テ肺結核
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症 ノ診 断 、豫 後 及 ピ治 療 二有 盆 ナル 助 力 ヲ爲 ス モ ノ デ

ア ル。(東 京 市 療 中 田 抄)

「ツ ペ ル ク リン 」ノ乾 燥 像 二就 テ

PaulKollo's:UberdasTrockenbilddesTuberkulins.

最 近Hruszekカ'人 型 及 ビ牛 型 ノ「ツ ベ ル ク リ ン」ヲ確

實 二差 別 ス ル 方 法 ヲ考 ヘ タ ト云 ツ テ ル。即 チ稀 繹 セ ヌ

或 ノ・稀 繹 シタ 「ツ ベル 〃 リソ」 ヲ載 物 「が ラ ス」二滴 下

シ、 之 ヲ37。 ノ艀 卵 器=入vテ 乾 燥 シ、其 乾 燥 像 ヲ顯

微 鏡 デ 調 ベ タ。 彼 ニ ヨル ト特 二滴 ノ 中央 二 種 々 ノ大

サ、 形 ノ模 標 ガ在 リ、多 ク ノ揚 合 骨 儲 模 檬 ト名付 ケラ

レノレ模 標 デ ア リ、人 型 及 ビ牛 型 ノ乾 燥 像 ノ間 ニハ形 及

ビ大 サ ニ特 異 ノ差 別 ガ アル ト云 ハ レテ ル。

著 者 ノ・此Hruszekノ 所 見 及 ビ結 果 ノ意 義 ヲ追 試 シタ

トコ ロ、Hruszekノ 述 ベ タ 「.ッベル ク リy」 ノ乾 燥 像

ノ・、生物 學 的 二有 敷 ナ ル物 質 「ツ ベ ル ク リソ」トノ・何 等

關 係 ガ無 イ コ トガ解 ツ タ。 乾 燥 像 ノ・凡 テ 「ツ ベ ル ク リ

ソ」ノ附随 物 質 帥 チ 「ブ イヨ ソ」物 質 、 盤 類 ト稀 繹 液 ヨ

リ生 ジタ結 晶 及 ビ結 晶群 デ アル 。從 テ乾 燥 像 ニ ヨッテ

人 型 、牛 型 「ツ ベル ク リ ン」ノ差 別 ヲ付 ケ ル コ ト・・不 可

能 デ アル。Hruszekが 「ツ ベ ル ク リ ソ」 ノ乾 燥 像 カ ラ

得 タ トコ ロ ノ化 學 的及 ビ 生物 學 的 ノ結 論 ・・根 榛 ナ キ

モ ノデ ァル 。(東 京 市 療 中 田抄)

肺 結 核 症125例 二於 ケ ル 横 隔 膜 紳 経 捻 除 術 ノ永

久 的 妓 果

N.B.Oekonomopoulo:DieDauere㎡olgederPhre。

nicusexairesebei125.]Lungentuberkulosef乞11en.

横 隔 膜 廓 癖 ノ補 助 ノ、次 ノ場 合 甚 ダ数 果 的 デ ア ル。即 チ

肺 病 竈 部 或 ノ・夫 レ ヲ園緯 セル 肺 臓 實 質 ノ弛緩 、虚 脱 二

有 利 ナ ル状 態 が存 在 シテ ル結 核 症 ノ楊 合 ニノ・、横 隔膜

麻 癖 ノ補 助 ハ 、之 ニ ヨツ テ 横 隔 膜 ノ牽 引 力 ガ清 失 ス ル

カ ラ、 有 利 ナ 作 用 ヲ爲 シ、数 果 が非 常 二大 キ イ。 反 蜀

二此 有利 ナ賦 態 が存 在 シナ イ 揚 合 ノ・横 隔 膜 麻 癖 ノ補

助 敷 果 ・・僅 少 力或 ハ 皆 無 デ ア ル。

有 利 ナ ル状 態 トノ・、病 竈 或 ハ空 洞 ノ周 園 二充 分 ナ ル健

康 肺 實 質 ノ暦 が存 在 ス ル場 合 、叉 ノ・是 等 病 竈 或 ノ・空 洞

が新 シイ場 合 、從 テ肺 實 質 ガ未 ダ強 力 性 ヲ保 持 シ、 虚

脱 二成 リ得 ル事 が 出來 、 共 虚 脱 ニ ヨツ テ 吸牧 、繊 維 化

等 ノ治癒 的 過 程 ガ有 利 二行 ノ、の レ揚 合 デ アル。

弛 緩 、 虚 脱 二封 シテ不 利 ナル 状 態 ノ、、融 合 セル、 贋 汎

ナ ル滲 出性 経 過 、 叉 ハ古 イ、 硬 イ壁 ノ空洞 ニ ヨ ツテ、

病 肺 ノ弾 力 性 が減 少 シ或 ・・失 ハ レテ シマ ウ場 合、又 病

竈 部 ノ周 園 二彊 力性 ヲ 有 ス ル 健 康 肺 實 質 ノ充分 ナ ル



第2號 】 抄

層 ガ存 在 シテナ イ場合 デ ア ル。

叉 結 核 性肺 二牧縮 傾 向 ヲ 有 ス ル 繊 維 化 工 程 ガ存 在 シ

テル 場 合 ・・之 が横隔 膜 麻 癖 ニ ヨ リテー 暦 強 クナ リ、有

利 ナ状 態 ト見倣 サ レ,レ。但 シ取 縮 が非 常 二廣 汎 デ肋 膜

二達 ス ル程 度 ノ トキ ・・、器械 的 障 碍 が病 肺部 ノ虚 脱 ヲ

阻 ゲル カ ラ有 利 デ ナ イ。斯 ク ノ如 キ器 械 的 障 碍 ガ存 在

ス ル場合 ニハ、 胸 廓成 形 術 が適 磨 サ レル。

横 隔 膜麻 癖 ノ作 用 及 ビ数 果 、從 テ横 隔 膜 赫経 捻 除 術 ノ

適 、不 適 ノ・基 本 的 要素 即 チ肺 實 質 ノ揮 力性 ノ有 無 、多

少 二關係 ス ル ノデ ァ ル。

横 隔膜 紳 経 捻 除術 ノ永 久 的敷 果 ・・、初 期数 果 ヨ リ劣 ツ

テ ル。 横 隔 膜 帥 経 捻 除術 ノ成 績 ノ・、種 々 ノ病 材 料 及 ビ

横 隔 膜紳 経 捻 除適 庶 ノ正 否 二 關係 セ ル 治 癒 数 果 デ ア

ツテ 、永 久 的数 果 ・・卒 均15乃 至30%ト ス ル コ トガ 出

來;レ。(東 京 市 療 中 田抄)

本雑 誌86巻5號 二 掲 載 サ レ タルStarckeノ 論 交

無 氣肺 力浸 潤 カ ニ封 ス ル 抗 辮

KurtKlare・Scheidegg:EntgegnungaufdieArbeit

vonStarcke,,AteleklaseoderInfiltrierung?``in

Bd.86,Heft5deiserZeitschrift.

近 年 髄 質 ト疾 病 トノ關 係 ノ研 究 が著 シキ 進 歩 ヲ爲 シ、

結 核 症 二於 テ モ淋 巴腺 髄 質 ・・一般 二之 二良 イ影 響 ヲ

及 ポ ジ、淋 巴腺 膿 質 者 ノ・開性 肺 結 核 症 ニ ナ ル事 ・・比 較

的稀 有 デ アル ト考 ヘ ラ レっレ様 二爲 ツ テ來 タ。

然'レ ニStarke・ ・最 近 無 氣 肺 力浸 潤 カ ト云 フ題 目 ノモ

トー、 自分 ノ・結 核 症 ノ輕 過 中、滲 出性 淋 巴性 症 状 ガ存

在 シテ,レカ否 ヤ ヲ知 ル事 が 出來 ナ イ カ ラKlareノ 親

察 ヲ是 認 ス ル コ ト・・出來 ヌ ト述 ベ テ ル。

本 論 文ノ・之 二封 ス ル 抗 辮 デ ア ル。

著 者 ハ既 二5年 前 二艦 質 異 常 ハ共 作 用/高 マ ル時 ト、

下 ノレbキ トガ ア リ、 淋 巴性 膣 質 ハ2-14歳 ノ 間 二於

テ、 其 活 動 ガ最 高 黙 二登 達 シ、小 見 期 ヲ支 配 シ、 從 テ

結 核 症 ノ・此 時 期 ニ ハ良 好 デ ア ル。無 力 性 髄 質 ノ場 合 ノ・

之 ト正 反 封 デ ア ル。蛮 育 年 齢 以 後 二重 篤 ナ ル肺 結 核 症

ガ頻繁 二起 リ、 從 テ比較 的 、肺 結 核 死 亡 卒 ガ高 マ ル コ

ト・・Tandler民 ノ解 繹 ニー 致 ス ル 。 帥 チ無 力 性 睡 質

ハ小 見 時代 二現 レル モ ノデ ナ ク、10歳 以 後 カラ 徐 々

二骸達 シ、15-30歳 ノ間 二最 モ 良 ク其活 動 ヲ起 シ、

此 時 期 二結 核 症 ノ経 過 ノ・不 良 ニ ナル ノデ ア ル ト述 ベ

テノレ。

然 シ例 外 的 ニ ハ淋 巴腺 髄 質 者 ニ モ、反 復 セ ル感 染 ガ 自

然 ノ防禦 力 ヲ破 壌 シ、悪 性 ノ急 速 ナ ル経 過 ヲ取 ル肺 擁
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ヲ起 ス コ トが ア リ得 ル。

Starkeノ ・小 見 ヲ11乃 至12歳 迄 ト解 繹 シ、 且 ツ謹 明

二 引用 シタ例 藪 ノ・僅 二17人 ノ小 見 二 過 ギ ヌ カラ驚 ク

ニ足 ラ ヌ。 著 者 ノ場 合 ノ・1916-1923年 間 二Starcke

ノ開 性結 核 小 見 ノ年 齢 二相 當 ス ル 小 見377例 中、開 性

結 核 小 見 ノ・100例 即 チ26.5%デ ア ル。Starckeノ 場

合 ノ如 キ少 数 例 デ ・・偶 然 性 ガ大 ナ ル 役 割 ヲ 演 ズ ル コ

トカ.有 リ得 ノレ。

著 者 ノ新 シキ研 究 ニ ヨル ト、前 蓮377例 ヲ髄 質 的 二分

ケ ル コ トガ出來 、顯 著 ナ淋 巴性 艦 質 ノ者 ・・約11%デ 、

死 亡 率 ノ・約2%デ ア ル ガ、 過 敏 性 デ ナ イ者 ノ・約60%

デ、 其 死 亡奉 ノ・約50%テ ア ル。

叉 扁桃 腺 ヲ槍 査 シ、 強度 ノ淋 巴腺 肥 大 ノモ ノ ニノ・、開

性 肺 結 核 症 ・・非 常 二少 ナ ク テ、淋 巴腺 肥 大 ノ輕 度 ナ ル

モ ノホ ド開性 肺 結 核 症 が多 鍛 デ アル コ トヲ述 ベ テ、肺

瘍 患 者 ニ ノ・著 明 ナ 淋 巴腺 膣 質 者 ハ 非 常 二稀 有 ナ ル コ

トヲ強 調 シテ ル。(東 京 市療 中 田抄)

結 語

HansStarcke:Schlusswort.

第 三 期 肺 瘍 二 關 ス ル著 者 ノ限界 及 ビ 小 見 ヲ12歳 迄 ト

セ ル統 計 ノ限界 ヲKlare・ ・誤 解 シテ ル ト爲Lシ、 之 二

封 シ2、3説 明 ヲ1爲シテ]lz。

即 チKlareノ ・最 近 ノ出版 書 二Rankeノ 第 一 期 第 二

期 及 ビ第 三 期 ノ分 類 ノ・、今 迄 ノ・結 核 症 ノ経 過 ノ程 度 ノ

差 違 ト解 繹 サ レテ タ ガ、今 日二於 テ ・・自分 ・・夫 ・・種 類

ノ差 デ ァル ト考 ヘ タ イ。郎 チ 「レソ トゲ ン」ニテ詮 明 シ

得 ラ レル 著 明 ノ淋 巴腺 攣 化 ヲ件 フ 第 二 期 型 ハ 淋 巴性

盟 質 者 ノ結 核 症 型 デ、淋 巴腺 攣 化 ヲ件 ・・ナ イ第 三 期 ノ・

非 淋 巴性 膣 質 者 ノ結 核 症 型 デ ア ル ト述 ベ テ居 ル。

從 テKlareノ 此 修 正 二 依 ル ト、 思 春 期肺 瘍 ・・第 三 期

結 核 症 二入 レル事 ハ 出來 ナ イ。何 トナ レバ 思 春 期 肺擁

ノ特 有 ナル 所 見 ノ・Aschoffニ ヨル ト、 淋 巴腺 が共 二

高 度 二腫 脹 スル 事 デ ア ル。 ソ コデKlare二 俵,レ1・思

春 期 肺 瘍 ノ・第 二 期 二編 入 サ し!ルデ ア ラ ウ。然 ル ニ此 思

春 期 肺 務 ニ モ重 篤 ナ ル 開性 血 行 性 播 種 ガ起 ル 。

著 者 ガ小 見 期 ヲ12歳 以 下 二限 定 シタ 理 由 ハ、 次 ノ如

ク デ アル 。即 チ均 髄 ノ状 態 が結 核 症 二及 ボ ス影 響 ヲ定

メ ル ニ ノ・、 観 察 ヲ混 齪 サ セ ル影 響 ヲ 除外 セ ネバ ナ ラ

ヌ。ソ レニ ノ・凱 察 期 ヲ思 春 期 ガ未 ダカ ヲ表 ノ・サ ヌ時 二

限 ラ ネ バ ナ ラ ヌ.ト コ ・ ガ結 核 小 見 デ ・・思春 期 ガ著 シ 、

ク早 期 二現 レテ來 ル モ ノデ ア ル。著 者 ノ経 験 デハ、 結

核 少 女 デ ノ・12歳 デ既 二約 砥%、13歳 デ約69%、14
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歳 デ76%二 月脛 ヲ見 タ。ソ コデ12歳 迄 ノ小 見 ヲ用 ヒ

タ ノデ アル。Klareカ ●淋 巴性 髄 質 ・・思 春 期 ノ始 マル ト

同 時 二退 行 ス ル モ ノデ ア ル ト云 フ カ ラ ニ ・・、此 事 ・・盆

ζ重 要 ナ事 デ アル 。

Klare・ ・叉 淋 巴性 髄 質 モ 反 復 感 染 ガ 自然 防禦 力 ヲ破

リ、悪 性 ノ急 速 ナ ル肺 務 ヲ起 ス コ トが アル ト云 ツ テ ル

ガ、 反 復 感 染 ナ ル モ ノ ハ、多 ク ノ場 合 家 族 的 二起 ル モ

ノデ アル。 トコ ロ が著 者 ノ場 合 ハ 最近2年 間 二、結 核

性 ノ親 族 ガ無 イ様 ナ家 族 歴/小 供 ノ ミ ヲ取 扱 ヒ、出來

ル ダ ケ混 齪 サ セル 因 子 ヲ除 外 ス ル ニ努 メ タ。

叉 病 期 二就 テ ノ・、2期 ト・・Rankeニ ヨル 第 二 期 デハ

ナ イ。 結 核 症 ノ 振 が リニ ヨ リ分 類 セルTurban・Ger-

hardtノ 法 ニ ヨ ツ タ ノデ、從 テ著 者 ノ第 二 期 ノ小 見 ・・

Rankeノ 第 三 期 二 當 ル。(東 京 市 療 中 田抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

肺結核 二於 ケル肺 葉切 除術

S.0.Freedlander(CleavelandOhilo):Lobectomy

inPulmonaryTuberculosisReportofacase.(J.

thor.Surg.Vol.5,P.132,1935.)

肺結核 二肺 葉切除術 ヲ施行 スル コ トニ關 シ種 々ノ論

議 ア リ。 即 チ(1)限 局性結核病墾 ノ・モツb樂 ナ方法

(例ヘバ歴迫萎 縮法)ニ ヨ リ進行 ヲ 防止 スル コ トが出

來7レ。(2)肺 門部 二浸 潤 ノアル事 ノ・確實 ナル ヲ以 テ肺

葉切 除・・コノ結核組織 ヲ斬 リ進 ムコ トニナ ル。(3)叉

極 メテ治癒力 ノ鈍 イ氣 管枝 ヲ切 断 スル 事故術後氣 管

枝凄 ヲ形 成 スル危瞼 ア リ。(4)手 術 ニヨツテ局所 的ニ

ノ・肺門或 ノ・縦隔蜜 へ、叉淋 巴或 ハ血行 二依 ツテ全均感

染 ヲ起 ス危 瞼サヘ ア リ。等 々。

斯 ノ如 キ理論 的反封 アル ニ不拘吾人 ハ 屡{肺 葉 切除

術 ノ・理論 的 二良法デ アル、寧 ロ實際 二於 テ最 モ悪影響

ノ少 キ方法 デ アル ト感 ズル場合 二融 遭遇 スル。病攣

が上葉 二限局 シ、 浸潤叉密 ニ シテ相 當大 ナル 空洞 ア

リ、 肋膜 腔 ニノ・愛化 ナク、人工氣胸 ヲ行 ヘバ上葉 ハ肺

門部 二下降 ス。長 期間 二亙 リ出來得 ル限 リノ高歴 人工

氣胸療 法 ヲ行 フモ空洞 ・・縮小 セズ、寧 口却 ツテ据 大 シ

浸 潤叉攣化 セ ザル如 キ患者之 ナ リ。

自家経験 例 二就 イテ述 ブ レバ、27歳 、右上葉 二斑紋

状浸 潤及 ビ3糎 ×4・5糎 大 ノ空 洞1個 ア1,。陽歴 人工

氣胸 ヲ施 行ス ルモ空洞 ・・縮小 セズ、却 ツ テ振 大 セ リ。

浸潤 ハ更 二密 トナル。俵 ツテ斯 ノ如 キ患者 ハ内科的人

工氣 胸術 二依 ツテ ・・治療 シ得 ザルモ ノナ リト考 フ。然

ラバ如何 ナル外科 的療 法 ヲ選 ブ可キ カ。

(A)胸 廓成形術 本 患者二於 テノ・空洞 ・・第七肋骨 ノ

高 サ(背 部♪二位 スル ヲ以 テ 多数肋 骨切除 ヲ必要 トス、

而モ コノ大 侵襲 ヲ 敢 テスルモ 陽歴 人工氣 胸 二依 ツテ

モ縮小 セザ リシ空 洞 が果 シテ縮小 スル ヤ否 ヤノ・大 ナ

ル疑 問 ナ リ。恐 ラク・・縮小 閉鎖 セザル可 シ。故 二胸廓

成形術用 フル ニ足 ラズ。

(B)患 葉 ノ再 ビ膨 脹 スル ヲ待 チ胸廓成形術 ヲ行 へ・・

空洞清失 ノ可能性 ア リ。サ レ ド硬化斯如強度 ナル患葉

再 ビ膨脹 スル コ ト・・誠 二期待 薄 ク、而 モ若 シ行 ハル ト

スル モ人工氣胸 中止期間 中二病 勢進行 スル ヲ以 テ第

ニ ノ方法 モ亦行 ヒ難 シ。

(C)故 二最後 二残 ル療 法 ハ1唯肺葉切 除術 アル ノ ミ。

肺葉 切除術 ヲ施 行 セル自家経験 例 ヲ報告 セyト ス、但

シ本例 ・・範 トスルニ足 ル好結 果 ヲ牧 メザ リシコトヲ

憾 ム。

患者 ノ・15歳 ノ女 子。1933年11月3日 入院。 入院1

年 前 ヨ リ咳漱喀疾 ア リ、艦重漸減、入 院3ケ 月前二約

100琵 程喀血 ス。現在榮 養不 良、智 育障 碍 ア リ。肺 ハ

右上葉 二浸潤 ト空洞 ア リテ、漸 次空洞 ・・振 大ス。1934

年4月26日 胸 廓成形術 ヲ施行 セル モ敷果 ナ シ。俵 ツ

テ1934年11月3日 。肺 葉切除術施行。手術 ノ・樹妊85

竈 ノ「アベル チ ソ」注腸及 ビ 亜酸 化窒素 吸入痂 酔 ノ下

二、右第3肋 間 二於 テ側脊柱 ヨリ前腋窩線 二至ル皮切

ニ ヨ リ、肋 骨切 除 ヲ行 ノ・ズシテ肋 腔 二入 リ、肺尖部 ト

胸壁及 ビ上 下葉 雨間 ノ癒 著 ヲ剥 離 シタル後右上葉 ヲ

切漸。氣 管枝 噺端 ハ 「ク ロー ム」腸腺 ヲ以 テニ重縫合

ス。 第9肋 間後腋窩線二於 テ刺 創 ヲ作 リ此塵 ヨ リ「ネ

ラ トソカテーテル」ヲ切除 サ レタル右 上葉蜷腔 二抽入

シ閉鎖性持績 吸引排 膿管 トナス。 術 後1週 間 目39.5
。C二達 スル 獲熱 ア リ

、排 膿管 ヨ リ膿洩 出 ヲ認 ム。 郎

チ膿胸 生成ス。「ゲ ンチア ナ」紫 ヲ排膿管 ヨリ注入 ジテ

膿胸 ハ氣 管枝 ト交 通 アル コ トヲ知 ル」印チ氣管枝断端

二於 テ氣管枝痩 ヲ形成 セル モ ノナ リ。サ レ ド何等特別

ノ治療 ヲ施 サザルニ氣 管枝痩 ノ・閉ee・y、術後7ケ 月目

二・、喀疾 モ減少 ン、熱 モ拳熱 トナル
。X線 槍査 ニヨリ

肺尖部 二少 量 ノ膿瀦溜 ヲ認 ム。一般状態未 ダ全 ク健康

者 ノ夫 レノ如 クナラズ。(阪 大 小澤外科 武 田抄)
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手 術的 虚 置 ヲ施 サ レタ ル1歳 以 下 ノ 幼 見 二 於 ケ

ル 横隔 膜 「ヘ ル ニ ア 」

G.0.Thomas&CN.Frank.(Kansasuniversith):

DiaphragmaticHerniaininfantsunderoneyear

agetreatedbyOperation.(」.thor.Surg.Vo1.5,P.

434,1936.)

満1歳 以 下 ノ幼 見 二於 ケ ル横 隔 膜 「ヘ ル ニ ア」・・稀 デ

アル。 余 ・・生 後27日 目 二手 術 ヲ行 ヒテ救 ヒタ ル1例

ヲ報告 セ ソ トス。

J.P.含 正 規 分 娩 見 生 後25日 目 即 チ1934年5刀

21日Kansas大 學 外 來 ヲ訪vル 。 生 後7日 目 二突 然

「チ ア ノー ゼ」ト呼 吸速 進 ヲ認 へ 以 來 屡 ζ獲 作 的 二斯

ノ如 キ症 状 ヲ呈 ス。 而 モ 之 ノ・泣 イタ 時 二起 ル、或 ・・泣

ヶ バ更 二症 状 ・・悪 化 ス ル 等 云 フ ノガ雨 親 ノ訴 。

診 療 所 見。

「チ ア ノー ゼ」著 明、 努 力性 呼 吸、 腹 部 昭 浸 著 明 、右 胸

部 打 診的=濁 、 左 胸 部 聴 診 上 呼 吸 音 強 大 、X線 像 ニ ヨ

リ心臓 ハ右 胸 腔 二偏 移 ジ、左 胸 腔 二瓦 斯 像 ヲ認 ム。 俵

ツテ造 影 刺 ヲ用 ヒテ検 査 セ ル ニ、胃 ノ・正 常 ナ ル モ全 小

1腸 並 ピ
ニ大 腸 ノす ノ・左 胸 腔 二存 在 ス ル ヲ知 ル。即 チ 左

側 横隔 膜 「ヘ ル ニ アJナ リ。

手術 以 外 二 ・・之 ヲ救 濟 ス ル ノ途 ナ キ ヲ以 テ、亜 酸 化 窒

素 「エ ・・一一rテル 」混 合麻 酔 ノ 下 二第8肋 間 ヨ リ胸 腔 ヲ開

ク、 左 胸腔 二・・小腸 充 満 シ、心臓 ハ正 中 線 ヲ越 エ テ右

方 二偏 移 ス。横 隔 膜 ノ・左側 腹 部 二於 テ裂 ケ 頂 黙 ヲ 中心

二向ケ4糎 ×4.5糎 大 開 ロ シ、此 庭 ヨ リ大 小腸 管 嵌入

ス。之 ヲ胸 腔 ヨ リ腹 腔 二選 納 セ ソ ト試 ミタ ル モ失 敗 二

錦 ス。依 ツ テ左 肋 骨 弓下 二於 テ腹 壁 二小 切 開 ヲ加 へ此

虎 ヨ リ2指 ヲ描 入 シテ胸 腔 内 ノ腸 管 ヲ 牽 引 ス ル ニ極

メテ容 易 二還 納 シ得 タ リ。術 後 経 過 良 好 ニ シテ2週 間

目退 院 。1年 後 ノ今 日正 常 ナ ル 號 育 ヲ途 ゲ ツ ・ア リ。

(阪 大 小 澤 外 科 武 田抄)

左 側 横隔 膜 神 脛 麻 癖 蛇 二胸 廓 成 形 術 二 績 獲 セ ル

急性 胃擾 張

(死 亡2例 及 ビ持 績 吸 引 ニ ヨル治 癒2例)

C.Thomas&F.Harper:Acutedilationofthe

stomachfollowingleftsidedphrenicparalysisand

thoracoplasty.Twofatalcasesandtwocuredby

continuonsgastricsuction.(J .thor.Surg.Vol.5,P.

506,1936.)

左 側横 隔 膜 紳 経 麻癖 後 胃腸 障 碍 ヲ 見 ル コ ト・・左程 稀

ナ ラザ ル モ急 性 胃振 張 ヲ起 ス モ ノ・・鮮 シ。余 等 ・・最近

録 働

之 ヲ4例 経験 セ リ。

第1例41歳 舎7年 前 ヨリ肺結 核 ヲ病 ム、数年 前

左側横隔膜麻癖術施 行。 現 在横隔膜 ハ9.5糎 高墾 ス

ルモ左肺尖 ノ空洞 ・・消 失セ ズ、依 ッテ胸 廓成形術 ヲ施

行 ス。第1同 ・・左第1、 第2、 第3肋 骨切除、術後4

日目一般状態殆 ソ ド恢 復 セル ヲ以 テ玉子酒 ヲ飲 云、ソ

ノ後30分 ヲ経 テ嘔 氣 ヲ催 シ起立 セル際急激 二呼吸困

難 ト「チ アノーゼ」現ル。 直 チニ診察 スルニ、脈 捕弱小

頻速、心音 ・・第3肋 間鎮骨 中心線 二於 テ最 モ著 明 二聴

取 ス。第4肋 間以 下 ハ鼓音 ヲ呈 シ呼吸音 ナ シ。X線 検

査 ニヨリ胃ハ膨脹 シテ共頂 鮎 ハ第3肋 間 二在 ル コ ト

ヲ知,レ。 鍛時間後死亡 セ リ。剖 楡 ニヨ リ叉 胃・・著 明 二

膨 脹 シ胃 ノ頂1・ ・第3肋 間 二達 セ リ。

第2例26歳 ♂2年 前 ヨリノ進行 性結 核、6ク 月前

左 側横隔膜 ノー時的麻癖術 ヲ受 ケ、 現在4.5糎 高墾

ス。 之 二胸 廓成形術 ヲ行 フ、卯チ第1同 手術 トシテ左

第1、 第2、 第3肋 骨 ヲ切除 セル翌 日ヨリ患 者 ・・腹 部

ノ膨滞 ト疾痛 ヲ訴 フ。診 察ス ルニ「チア ノーゼ」ト呼吸

困難 ヲ呈 シ、脈搏 ・・弱小 ニシテ1分 間150、 直 チニ酸

素室 二移 シタルモ、症状輕減 セズ、腹部膨 満盆 く著 明

トナ リ4日 目死亡。剖槍 ニ ヨ リ左肺 ・・完全 二萎縮 シ、

縦 隔蜜 ハ右 二偏移 シ、胃ノ膨満著 明 ニ シテ ソノ頂鮎 ハ

第3肋 間 二達 ス。

第3例42歳 ♂8年 來肺結核 ヲ病 ム。4年 前左側

横隔膜帥経切噺、現在5糎 高墾。第1同 胸 廓成形 術 ト

シテ左第1、 第2、 第3肋 骨切 除、 第2同 手術 トシテ

第4、 第5肋 骨切 除、第3回 目二・・第1ヨ リ第5肋 骨

二至 ル間前方及 ビ 側 方 ヲ切 除ス(Anterolateraler

Thorakoplastik)、 第4同 目第6 、第7肋 骨切除 セルニ

ソノ1時 間後 ヨ リ患 者・・呼吸 困難 ト左季 肋部 ノ疾痛

ヲ訴 フ。X線 楡査 ニ ヨリ横隔膜 ・・第2肋 間迄暴 上 スル

ヲ知 ル、印 チ患者 ノ訴 ハ急 性 胃振張 二基 クモ ノナル事

カサ朔 ス。依 ツテWangensteen氏 法 ニ ヨ リ鼻 孔 ヨリ

胃二「ゾソデ」ヲ描 入 シ、持績吸引 ヲ行 ヒタ ルニ藪分間

二2立 ノ空氣 ヲ排 除直 チニ疾痛 ト呼吸 困難 ・・緩徐 サ

ル。3日 目二持績 吸引 ヲ中止 セル所共後再 ビ腹痛 ヲ訴

ヘ シ爲鼻孔 ヨリ吸引 「ゾ ソデ」ヲ描入 セルモ疾痛消 失

セズ、持績吸 引2日 ニ シテ之 ヲ中止 セルニ其後3度 腹

痛 ト呼吸困難現 レシ爲3度 持績 吸引 ヲ行 ヒタ 」レニ直

チニ樂 ニナ リ7日 以後之 ヲ必要 トセザルニ至 ル。其後

腹痛 アル時 ニ ノミ吸 引 ヲ行 ピタ リ。 以來全 ク恢復 ス。

第4例40歳 ♀14年 來肺結 核 ヲ病 ム、左肺尖 二大
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ナ ル空 洞 ア リ。 今 ヨ リ9ケA以 前 人 工 氣 胸 術 ヲ受 ケ 、

其 後3ケ 月 目 二左 側 横 隔 膜 神 経 切 断 。現 在 更 二胸 廓 成

形 術 ヲ施 行 ス 可 ク、 第1同 目 ・・左 第1、 第2、 第3肋

骨 切 除 。 第2同 目 ・・第4、 第5、 第6肋 骨 切 除。 第3

同 目 二第7、 第8、 第9肋 骨 切 除 セ ル ニ ソ ノ1時 間 後 呼

吸 困 難 ト「チ ア ノー ゼ」現v脈 搏 弱 小1・ ナ リ1分 間140。

今 迄 ノ経 験 ヨ リコ ノ獣 態 ・・急 性 胃振 張 ヲ 想 像 セ ジメ

タ ♪レヲ以 テ 直 チ ニWagensteen氏 ノ持 績 吸 引 ヲ行 ヒ

タ ル ニ、 ソ ノ数 果 直 チ ニ現 レ48時 間 ニ シ テ 中止 ス。

以 後 順 調 二恢 復 セ リ。(阪 大 小 澤 外 科 武 田 抄)

咳 噺 二依 ル肋 骨 骨 折(12例 ノ報 告)

WaldoR.Oechsli(01iveViewSanatorium):Rib.

fracturefromcough.Reportoftwelvecases.(J.

thor.Surg.Vol.5,p.530,1936.)

當 療 養 所 二於 テ ノ・最近3年 前 ヨ リ 肋 骨 骨 折 ノ有 無 ヲ

検 ベ ル事 ヲ胸 部X線 像 観 察 ノ 必 須 條 項 トシタ 所 今 日

迄 約2000例 中11例 帥 チ0.6%二 於 テ 肋 骨 骨 折 ヲ 登

見 セ リ。 同1人 二於 テ1本 乃 至4本 ノ肋 骨 骨 折 ア リ。

今 日報 告 ス ル1例 ハX線 爲 眞撮 影 以 前 既 二 臨 躰 的 二

診 断 が ツ イ タ モ ノデ アツ タ。

全12例 中1例 ノ氣 管枝 喘 息 蕪 氣 管 枝 炎 ヲ 除 キ、 他 ノ

11例 ノ・総 テ相 當進 行 セ ル肺 結 核 患 者 デ ア ソ タ。

9例 二於 テ 偏側 骨折 、 左4例 、 右5例 。ニ シ テ病 竈 ト

ノ關 係 ・・3例 ・・骨折 側 二、3例 ・・非 骨 折 側 二、2例 ・・

雨 側 二、 残 リ1例 ノ・喘 息 患 者 。3例 二於 テ雨 側 骨 折 ヲ

認 メ、 ウ チ2例 ノ・病 竈 偏 側 二、1例 ノ・雨 側 二存 在 ス。

年 齢 的 二 ・・12Ut--56歳 、 男5例 、 女7例 ニ ジテ 、病

竈 ト肋 骨骨折、性及 ビ年 齢 ト肋骨骨折、左右胸 壁 ト肋

骨骨折等何 レモ ソレ等雨者 ノ間 二相 關關係 ヲ認 メズ。

自魔症状 トジテハ咳漱 獲作 が績 ク ウチ、前胸 部下方二

於 テ爪 二引掻 カレタル如 キ或 ・・刺 サ レタ ル如 キ疾痛

ヲ感 ズ。好獲部位 ノ・例 外 ナク第4乃 至第9肋 骨 ニ シ

テ、第4肋 骨 ノ骨軟 骨結 合1貼ノ外方4糎 ト第9肋 骨 ノ

中腋 窩線 ト交 ル鮎 ヲ結 ピタル線上 二在 リ。コノ線 ハ外

斜腹筋及 ビ前鋸 歯獣筋 ノ附著部 ニー 致ス。

原 因。余 ノ経験 セルモ ノ ・中、1人 ハ仰 臥位 ニテ肘 ヲ

伸 バ ジタル時咳漱起 リ、ソノ際骨折 ス。2人 ハ自力 ニ

テ病肱 ヨリ起 キ 上 ラソ トセル時咳漱 出 デ テソノ際骨

折 ヲ起 セ リ。1人 ハ寝 床 ヲ聲 ム最 中咳漱 ア リテソノ際

骨折ス。

Seilin氏 ノ1例 ・・左 側臥位 ニテ寝 タ 儘 ニテ戸 ヲ閉鎖

セ ソトシテ右手 ヲ伸 バ セル時咳漱 出デ テ、右 側 ノ肋骨

骨折 ヲ起.ス。Atkinson氏 ノ1例 ・・立位 ニテ重 キ外套・

ヲ桂 二掛 ケ ソ トスル時咳漱 出デテ肋骨骨折 ヲ起 ス。

以上6例 共何 レモ咳 漱 ノ爲腹筋 ノ強 ク 攻縮 セル時肩

及 ビ胸壁 二附著 スル筋 肉 ガ 同時=緊 張セル揚合 二肋・

骨骨折 ヲ起 セル事 ヲ知 ル。肩及 ビ胸壁 二附著 スル筋肉

特 二前鋸歯状筋 ガ牧縮 或 ハ緊張スル ト、ソレノ・肋骨二

於ケ ル同筋附著鮎 二頭部外方へ、叉腹筋 ガ牧縮 セバ尾

部 内方へ牽 引スルカ ガ作用 ス)v、即 チ肋骨 ノ1鮎 二方

向相 反ス ル2ツ ノ牽 引力 ガ同時 二作用 ス,レヲ以 テ、此.

ノ黙 ガ骨折 ヲ起 スモ ノ ト信 ゼラル。

(阪大小澤外科 武 田抄)

一 般 學 術 雑 誌

腸 結 核 及 ビTriboulet氏 及雁

Stein&Dierichs:(Mttnch.med.Wrchr.Nr.32,

1936.)

腸 管 内 ノ炎 症 性 及 潰 瘍 性 組 織 ヵ ラ 排 泄 サ レ・ル水 溶 性

蛋 白質 ヲ昇 示 ニ テ重 金 圃 化合 物 ト シテ沈 澱 セ シメ、ソ

ノ沈 澱 ノ有 無 ヲ以 テ 腸 結 核 ノ診 断 二資 セ ソ ト シ タ

Tribou'et氏 反 磨 ・・著 者15年 間 ノ経 験 二=vバ28例

中24例 二於 テ診 噺 適 中 シ、反鷹 操 作 簡 軍 ナ ル 故 實 地

署 家 ノ使 用 二適 ス ト信 ズ トイ フ。

(叛 口内 科 岩 田抄)

腸 結 核 卜Triboulet氏 及 底

Blunck:(MUnch.med.Wschr.Nr.42,1936.)

著 者 力'Sommelfeldデ137例 ニ ツ キ数 同 二亙 ツテ本

反 磨 ヲ施 行 シ爾 後 ノ経 過 ヲ 「レソ トゲ ソ」検 査 叉 ・・屍

髄 解 剖 ニ ヨツ テ確 メ タ ル ニ ソ ノ適 中 峯 ノ・約40%二 過

ギ ナ イ カ ラ此 方 法 ノ・用 ヒ得 ザ ル モ ノ ト考 ヘ ル トイフ。

(坂 口 内科 岩 田 抄)

Triboulet氏 及 感 ト腸 結 核 二就 テ

OttoHett:(MUnch.Med.Wschr.Nr.45,1936.)

著 者 ・・Agra二 於 テ101例 ノ肺 結 核 患 者 二 之 ヲ行 ヒ

爾 絵 ノ経 過 ヲ種 々 ノ方 法 デ1観 察 シ テ腸結 核 ノ有 無 ヲ

調 査 シタ が腸 結 核 ノ有 無 ト本 反 慮 ノ 陽 性 者 トノ間 ニ

ノ・一 定 ノ關 係 ヲ認 メ得 ナ カツ タ。更 二非 特 殊 性 ノ腸疾 一

患 ニ モ用 ヒタ が本 反 磨 ・・ソ ノ所 見 トモー 致 シナ イ。
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更 二74例 ノ小 見 結 核 二用 ヒ テ モ 同檬 ナ結 果 ヲ得、j又

確 實 ナ腸 結 核 ニ モ陰 性 者 ア リ本 反 磨 ハ 腸 結 核 診 噺 ノ

資 トナ ラ ナ イ トイ フ。(坂 口 内科 岩 田抄)

初 期 結 核 ノ誤 診 問 題 、 特 二Bang氏 病 トノ鑑 別

二就 テ

Behrmann:(Mdnch.Med.Wschr.Nr.39,1936.)

國 民病 撲 滅 ノ聲 ト共 二肺 結 核 初 期 ノ鑑 別診 断 が 重 要

トナ リ、咳 漱 、 喀 疾 、 倦 怠感 、饅 重 減 少 、 微 熱、 盗 汗 、

及 其 ノ他 心臓 障 碍(Herzbeschwerde)胃 腸 障 碍 、 瀞 経

衰 弱、貧 血 、甲状 腺 機 能 充 進 、 頭 痛 、月経 障 碍 等 ガ何 レ

モ初期 症 状 ト シテ謄 師 ノ注 意 ヲ惹 キ 「レ ン トグ ソ」撮

影 ヲ行 バ レル様 ニ ナ ツ タ。之 ト同時 二著 者 ハ是 等 ノ症

状 が非結 核 性 ノ肺 疾 患、 例 之 慢 性氣 管枝 炎 、氣 管枝 搬

張 症、 硅 肺 、 無 氣 肺 、 肺 炎 、 肺 膿 瘍 、肺徽 毒 、肺 腫 瘍 、

菌 類 及寄 生 患 性 疾 患 、 共 ノ他 出血 性 素 因 、 歯 痛 、肺 結

核 恐 怖症 、 胸 廓 左右 不 同 症 、榊 経 痛 、盟 質 性Kachexie

内分 泌性 障碍 、 淋 巴 肉芽 腫 、 扁 桃 腺 副 鼻 腔 炎 、慢 性 中

耳 炎慢 性 腹 部 内臓 疾 患 等 ニ モ起 ル 事 ヲ述 べ、非 結 核 性

疾 患 ヲ結 核 性疾 患 ト誤 ル事 ヲ警 戒 シ、著 者 ガ最 近 二遭

遇 シタ2例 ノバ ソグ 氏病 ノ肺 「vソ トゲ ソ」所 見及 臨 脈

所 見 ヲ述iべ 、バ ング 氏 菌 ト ノヴ ィダ ール 反 磨 デ初 メ テ

鑑 別 シ得 タ事 ヲ記 載 ス。(坂 口 内科 岩 田抄)

肺 結 核 患 者 ノ 鑛 質 代 謝 並 二Titrosalz及Tebe・

protinノ 併 用 療 法=就 テ

Toenniessen:(MUnch.med.Wschr.Nr.41,1936.)

肺 結 核 患 者 ・・食 唖 貯 溜 二傾 キ 過 度 ノ食 盤 投 與 ニ ヨツ

テ悪 化 ス ル ガ、此 ノ作用 ノ・「ク ロ ー ル ナ ト リ ウム」ニ ア

ル ノデノ・ナ クテ 「ナ ト リゥ ム」ガ水 分 貯 溜 二働 ク爲 メ

デ、「カ ル シ ウ ム」「カ リウ ム」「マ グ ネ シユ ム」ノ璽 酸 盤

ハ何 レモ炎 症 ヲ抑 塵 ス ル作 用 が ア ル。

G.H.S.食 ・・植物 性 食餌 二富 ミ「カ ル シ ウム」「カ リ ウ

ム」「マ グ ネ シウ ム」ガ多 イ。G.H.S.食 ガ皮 膚 及 骨 結

核 ニ ハ ヨ〃奏数 ス ル ガ 肺 結 核 二 数 果 ノ 少 ナ イ ノノ・

transmineralisationカ'悪 イ爲 デ アル。 著 者 ノ・Kenin9

及Hopfト 共 二強 ヒ テ食 唖 ヲ制 限 セ ズ トモ 「加 レシ ウ

ム」「カ リ ウム」「マ グ ネ シウ ム」ヲ多 ク 與 へ 比 較 的 二

「ナ ト リ ウ云
」ヲ少 量 ニス レバ 同一 数 果 が 得 ラ しつレ事

ヲ信 ジ、 コ ノ條 件 ヲ満 足 ス)レTitrosalzヲ 用 ヒタ、更

二著 者 ハTitrosalzガ 皮 膚結 核 二 ・・奏 敷 ス ♪レが肺 結 核

ニ ノ・無 数 デ アツ タ カ ラ、Titrosalzト 共 二肺 結 核 特 殊

療 法割 トシテ嘗 ツ テ数 果 ヲ認 メタTebeprotinb併 用

シ タ が最近4ケ 年 ノ経 験 ハ 共 ノ数 見 ル ベ キ モ ノ ガ ア
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リ、 コ ・ニ ソノ 中 ノ2例 ヲ報 告 ス ル 。

(坂 口内 科 岩 田抄)

扇血 清 學 的 槍 査 法 ニ ヨ ル肺 結 核 ノ診 断

Heymer:(MUnch.Med.Wschr.Nr.42,1936・)

著 者 ノ・Ptソ 大 學 教 室 及 ラ イ ソラ ソ ド療 養 所 ノ患 者414

名 二就 テ マ イニッケ ノ諸 結 核 反 磨 、 ヴ ィテ ブス キー 法

及 坐 レ トガ法 ノ補 鯉 結 合 反 慮 上ニ ヱ ∠ フ ァ チ ウス

抗 原 ニ ヨル反 磨 等 ヲ追 試 シ何 レモ肺 結 核 ニ ノ・相 當 陽

性 卒 ヲ示 ス ガ、 淋 疾 、 徽 毒 、糖尿 病 等 ニ モ 陽 性 ヲ示 シ

實 際 診 断 上 ノ用 二 立 タ ナ イ コ ト ヲ認 メ タ。

(坂 口 内科 岩 田抄)

皮 虐 結 核 ノ血 清 學 及 ビ治 療

E.L.Ringardt:(MUnch.Med.Wschr.Nr.44,1936.)

結 核 補 髄 結 合 反 慮 二關 ス)レ 從 來 ノ丈 獄 ヲ述 べWite・

bskyKlingstein-Kuhn最 モ好 成 績 ナ リ トシ著 者 ノ 同

反 慮 二關 ス ル経 験 ヲ述 ブ、 著 者 ・・3227例 二此 ノ反 慮

ヲi追試 シ肺 結 核 及肋 膜 炎 二 ・・57%皮 膚 結 核 二於 テ ・・

尋 常性 狼 瘡 二31%、 他 ノ皮 膚 結 核 二35%ノ 陽 性 率 ヲ

見 タ が、肺 結 核 ノ痕 跡 モ ナ イ非 結 核 性 疾 患 デ モ紅斑 性

狼 瘡 二15%、 脂 漏 性 灘 疹 二33%、 尋 常 性 痙 瘡 二50%、

酒 飯 二34%陽 性 卒 ヲ示 シ、 更 二性 病 中淋 病 二15%徽

毒 二18%陽 性 デ ア ル カ ラ 結 核 診 断 ノ補 助 〉ナ シ得 ナ

イ トイ フ。最 後 二著 者 ハ尋 常 性 狼 宿 二 「エ ク テ ブ リ ン」

ト人 工太 陽燈 ヲ併 用 シテ著 敷 ヲ奏 シタ リ ト云 フ。

(叛 口内 科 岩 田抄)

肺 結 核 症 死 亡 率 二及 ボ ス 「レ ン トゲ ン」早 期 診 断

ノ影 響 二 就 イ テ

FranzFreund:(Wien.Klin.Wschr.Nr.36,1936.)

著 者 ハ肺 結 核 ノ進 展 二 關 シテ ハ 肺 尖 二 始 マ ル ト云 フ

説 ヲ排 シ鎖 骨 下 二屡 く見 ラ レル(他 ノ 部 分 ニ モ生 ズル

コ トア リ)浸 潤 カ ラ進 行 ス ル モ ノ ト信 ズル ノデ、 著 者

ノ勤 務 ス ル ウイ ソ市 電 病 院 及 ビ 市 電 囑 託 謄 ノ協 力 ニ

ヨ リ、2萬 人 ノ市 電 從 業 員 ノ肺 結 核 ノ「vソ トゲ ン」診

漸 ヲ行 ツ タ。 共 ノ結 果

第 ・一、 不 定 ノ症 状 ヲ有 ス ル 肺 結 核 ノ初 期 患 者 ヲ多 数

二登 見 シ タ ガ共 ノ多 クハ 專 門 麗 ノ 聰 診 上 ニ モ 何 等 ノ

攣 化 ナ ク、 「レ ソ トゲ ソ」透 覗 ニ ヨツ テ モ 亦 不 明 デ ア

リ、 「レ ソ トゲ ソ」爲 眞 ニ ヨ ツテ 始 メ テ知 リ得 タ コ ト.

著 者 ノ・ヵ ・)vnj化 二隠 診不 能 性浸 潤 「unh6rbaresInfi-

1trat」又 ・・聴 診 不 能 性 結 核 「unh6rbaresTuberculose」

ト云 フ名 構 ヲ特 別 ニ ツ ケ テ 呼 ブ ベ キ デ ア ル ト主 張 ス。

第 二 、 更 二進 行 シタ結 核 症 モ 登 見 サ レタ ガ 是 等 デハ
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ソノ圭治讐 が肺尖 読 ヲ逡守 シテヰタ爲 メ治療 ガ遅 レ

タ ト思 バ レルモ ノがアツタ。

次 二、 カ・ル初 期患者 ヲ 相談 所 デ治療 セ ソ トシタ所

卒均羅病期 間7年 間 二 相當 シ1928年 末 ヨリ1934年

迄 ノウイ ソ市電 從業 員 ノ結核 死亡鍛 ノ・ソレ以前 ノ、

(1923--1928年)ソt/二 比 シ年 々著明 二減少 シ(1928年

迄一約毎 年250、1928-一 一270、1930年 、180、1932年

180)1933年 二・・欧洲 二於 ケル 結核死 亡率 ノ最少6.5

%(死 亡数130)二 達 シタ 之二反 シ富有 階級 ノ住宅地

匠 ノ結 核死 亡牽 ノ・E1914年以來不憂 デコノ減 少ノ・署療

ノ進 歩ニ ヨル モノデナ〃 ソノ早 期獲 見 二 基 ヅ クモ ノ

デ、初 期 ノモ ノノ、治療 ヨロシキ ヲ得t!バ 、鍛 ケ月 デ治

シ、唯少藪 が空洞 ヲ生 ズルニ過 ギナ イ、コノ時 期 ヲ失

シー旦空洞 ヲ生 ズ レ・バ署療費 ノ甚大 サ ヲ考 ヘニ入 レ

タ トシテモ、極 メ テ豫後不良 デアル。故 二結核 二封 ス

ル最 モ弼力 ナル武 器 ノ・早期 「レン トゲ ソ」槍査 デ アル

㍗云 ヘル。(坂 口内科 葛谷抄)

打 診的肋膜滲 出液 ノ初期謹 明法

JuliusHol16:(Wien.Klin.Wschr.Nr.40,1936.)

近 頃「レソ トゲ ソ」學 的 二肋膜滲 出液 ノ蓮動性(移 動性)

ヲ報告 シタ モ ノガアルが、著 者ノ・通 常 ノ肋膜 滲 出液 出

現 ヲ示ス物理的所 見 ノ未 ダナ イ標 ナ 初 期 二此性質 ヲ

利用 シテ滲出液 ノ早期診噺 ヲナヌ・一方 法 ヲ考案 シタ。

患 者 ヲ健 側 ヲ下ニ シテ側臥位 トナ シ、鍛 同深 呼吸 ヲナ

サ シメタ後、肋膜腔 ノ最下部 ニアタル ト思 ・・レル背部

下 内側部 ヲ 爾側比較 的 二打診 ス レバ患側 二=滲出液存

ス レバ輕度 ナ がラ著 明 ナ絶封濁音部 ヲ 謹明 シ得 ル ト

云 フ、著者 ノ・3例 ノ若1肺 結 核患者 二就 イテ登病第1

叉 ハ第2日 二之 ヲ謹 明 シタ ガ何vモ 其 ノ後、明 二滲 出

液 ガ現 ハ レ・タ。

臨殊 患者 デ 「レソ トゲ ソ」ノ無 イ標 ナ時 ニハ便利 ナ方

法 ト云 フ。(坂 口内科 葛谷 抄)

肺結核 ト妊娠

A.V.Trisch:(Wien.Klin.Wschr.Nr.42,1936.、

著 者ハ肺結 核 ト妊娠 ノ關係 二就 テ約10年 前二1300

例 ニツ イテ ノイマ ソノ意 見二從 ツ テ 適 磨症 ヲキメ テ

妊娠 中絶 ヲ行 ツタ結 果 ヲ再検討 シ最近適 磨症 ノ列定

ガ嚴格 トナツタ コ トニ賛成 ス、然 シ肺結 核 ノ爲 メ ノ妊

娠 中絶 ヲスベテ拒 否ス ル 〃 ・極端 デ妊 娠 が 眞性結核

(echtePhthise)二 及teス 悪影響 ヲ見逃 がス ノ・・不 當

デ アル ト云 フ。(坂 口内科 葛谷抄)

肺結 核 二於 ケル喉頭鏡 試験
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R.C.CohenandW.BartonWood:Themirror

TestinPulmonaryTuberculosis(Julyllth,1936,

No.3940,Brit.med.Journ.)

近 來 、 「レソ トゲ ソ」學 ノ進 歩 ノタ メ ニ、肺 結 核 二於 イ

テ喀 疾 ノ検 査 ヲ輕 覗 ス ル様 ニナ ツ タ が、之 ハ忽 セ ニ シ

テ ノ、ナ ラナ イ コ トデ ア ル。然 シナ ガ ラ喀 疾 ハ種 々 ノ事

情 ノタ メ ニ得 難 イ場 合 ガ ア リ、叉 軍 人 ノ間 等 デ ハ伴 ツ

テ他 人 ノ喀 疾 ヲ持 参 ス ル場 合 が ア ル。

著 者 ノ・ソ ノタ メ ニ、喉 頭 鏡 検 査 法 ヲ推 奨 シ テヰ ル。 術

式 バー 検 査 ハ 早朝 二行 フ。 大 形 ノ喉 頭 鏡(No.6)ヲ

喉 頭 ノ上 二充 テ ツ ・、 患 者 二鐵 同 、咳 漱 セ シメ ル。 鏡

ノ上 ノ分 泌 物 ヲ トツテ通 常 ノ如 ク 検 鏡 ス ル ノデ ア ル。

コ ノ際 、 附 著 ジタ分 泌 物 ガ粘 液 状 力 水 様 ノ場 合 ニノ・、

多 ク結 核 菌 ハ 陰 性 デ ア リ、黄 色 ノ場 合 ニ ハ陽 性 ノコ ト

ガ多 イ。

著 者 等 ノ・75例 ノ患 者 デ200同 本 法 ヲ施 行 シタ ガ結 果

ハ次 ノ通 リデ ア ツ タ。(小 野 寺 内 科 貝 田 抄)
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肺 結 核 ノ外 科

Johs,Gravesen:TheSurgeryofPulmonarytuber-

culosis(Aug.8th.1936,No.3944,Brit.med.Journ.)

今 日云 フ肺 結 核 ノ外 科 的療 法 ノ思 想 ハ、人 工 氣 胸療 法

ト關 聯 シタ モ ノデ ア ツ テ、空 洞 ノ「ド レナー ジユ」或 ノ、

肺 切 除術 等 ハ 既 二省 ミ ラ レナ ク ナ ツ タ。

人 工 氣 胸 ノ意 義 ・・從 來"Collapsetherapy"ト 薦 セ

ラ レテ ソ ノ治 癒 機 轄 ノ、肺 組 織 ノ虚 脱 ニ ヨ リ抵 抗 ヲ堆

加 セ シメ 、血 液 及 ビ淋 巴 ノ循 環 ノ停 滞 ヲ起 シテFibro・

sisヲ オ コ サ シ メ)レ ニ アル トサt!タ が、 近 時"Rel・

axationtherapy``ト 考 ヘ ラwレ ニ到 .ツタ。 即 チー言

二 云 ヘ バ 、 肺 組織 ノ緊 張 ヲ 去 ツ テ病 竈 二萎 縮 ヲ起 サ

セ、 叉 空 洞 ヲ閉 鎖 セ シメ ル ニ ァル。

從 ツ テ、 外 科 的 手 段1・ シテ ノ・、 次 ノ4ツ が 考 ヘ ラv

)レ0

1)人 工氣 胸 。 之 ハ常 二、先 ヅ第 一 二試 ミ ラル ベ キ方

法 デ ア ル。 然 シ乍 ラ、肺 結 核 二於 イ テ ノ・癒 著 ヲ起 シ易
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〃、 癒 著 ナ キ場 合 ノ、10%二 過 ギ ヌ.癒 著 ガ アvバ 、

僥 灼 ヲ行 フ が、然 シ癒 著 が廣 汎 デ 健 康 ナ肺 野 ノ ミガ虚

睨 サ レタ場 合 二 へ 数 果 ナ キ ノ ミナ ラ ズ 危 瞼 デ ァ ノレ。

カ ・,レ場 合 ニ ハ胸 廓 成 形 術 ヲ行 フ。油 胸 ハ屡 く合 併 症

ヲ起 ス故 用 ヒ ラ レヌ。

2)横 隔 膜 紳 経 ノ摘 出術 、 歴 挫 術或 ハalcoholization

之 ノ・病攣 が下 葉 ニ ア ル時 ノ ミ用 フ ベ キ デ ア ツ テ、上 葉

ノ場 合 ハ行 ツ テハ ナ ラ ヌ。 横 隔 膜 ノ麻 癖 ニ ヨ リ、下 葉

・・Relaxation弛 緩 ヲtコ ス が、 上 葉 二 ・・影 響 が ナ1

カラ デ アル。 從 ツ テ、上葉 が侵 サ レテ下 葉 ガ健 全 ナル

場 合 ニハ、 殊 二不 適 當 デ ア ラ ウ。

3)Apicolysiswithwax-plU99ing(蝋 充 填 術)空 洞 ノ

位 置 ガ適 確 二分 ソバ、 凡 テ ノ療 法 中、モ ツ トモ勝 レ・テ

ヰ,レ。殊 二操 作 ガ 簡輩 デ アル ヵ ラ患 者 二苦 痛 が少 ク テ

ヨイ。

4)胸 廓成 形 術

以上 ノ方 法 ガ成 功 シナ イ 時 二用 ヒ ル。

(小 野 寺 内 科 貝 田抄)

理 想的 人 工 氣 胸 療 法

G.T.Hebert:RationalPneumothoraxtreatment

(Aug.8th.1936.No.3944.Brit.Med.Journ.)

人 工氣 胸 療 法 ノ数 果 ハ、 少 部 分 ノ 例 デ ノ・卓 数 ヲ示 ス

が、大 部分 ノ例 デ ノ・ソノ数 果 バー 時 的 力、部 分 的 デ ア

リ、時 二 完全 二 無数 デ アル 。 一髄 、 人 工氣 胸 ノ結 果 ト

シテ起 ル モ ノノ、、

1)Relaxation弛 緩 、 ・ 氣胸 ノ重 要 ナ 目的 ノ1ツ

ハ、病 竈 二於 ケル 組 織 ノ緊 張 ノ清 失 、或 ハ 少 〃 トモ減

少 ニ アル。

2)血 液 及 ビ淋 巴循 環 ノ減 退 、 氣 胸 ノ結 果 、血 液

及 ビ淋 巴 ノ流 レガ減 少 ス ル コ トガ假 想 サ レテヰ ル。ソ

ノ結 果毒 血 症 ヲ減 少 サ レ、 下 熱 ヲ オ コ シ、抗 髄 登 生 ヲ

促 がス。

3)氣 管 枝 ニ ヨ リ傳 播 ス ル ノ ヲ妨 ゲ ル コ ト。

4)空 洞 ノ虚 脱 二便 ナ ル コ ト。

5)出 血 ヲ防 グ コ トv

/5ツ が圭 ナ ル モ ノデ アツ テ、 夫 ヲ考 慮 シテ、患 者 ヲ

選 バ ネバ ナ ラ ヌ。 從 ツ テ、 ソ ノ各 二就 キ述 ブ レバ、

1)Relaxationガ 必 要 ナ場 合 、

之 ハ抵 抗 力 ・・十 分 ア リナ ガ ラ、病 竈 二於 ケル 緊 張 ノタ

メ ニFibrosisヲ 起 ・y得ナ イ場 合 デ ア ツ テ、 カ ・ル 患

者 ハ多 ク、 知 ラ ズ知 ラ ズ ニ獲 病 シテ、徐 々 二病 勢 が進

行 ス ル性 質 ヲ持 ツ。 肺 ノ症 状 ト シテ ハ咳漱 、喀疾 等 ヲ
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圭 ト シ、 獲 熱 、 姦 痩 、 倦 怠 感 等 ノToxaemieノ 症 状

ノ・少 ナ イ。 「レ ソ トゲ ソ」デ ノ・、限 局 シタ斑 鮎 状 ノ陰 影

ヲ示 ス。 病 攣 ガー 側 性 力、 更 ニー 葉 二 限 局 シテヰ ル

ト、 数 果 ノ・著 シイ。

2)Toxaemia毒 血 症 ヲ除 ク必 要 アル 場 合 。

毒 血症 ヲオ'コ シテ 、 抗 髄 形 成 ガ 妨 ゲ ラ レタ場 合 デ ア

ツ テ 、臨 肱 的 ニ ハ 、100。 或 ノ・夫以 上 ノ獲 熱 、脈 搏 頻 轍 、

獲 汗、 倦 怠 等 ヲ訴 へ 、「レ ソ トゲ ソ」デハ氣 管 枝 肺 炎 ノ

型 ヲ示 ス。 コ ノ時 ・・雨 側 性 デ ア ッテ モ施 行 ス ル。

3)傳 播 ヲ防 グ必 要 ア ル場 合 。

臨 殊 的 ノ症 状 モ 輕度 デ、病 歴 モ淺 イモ ノ デ ァ ル。 多 〃

下、 中葉(1側 性)二 斑 黙 状 ノ陰 影 ヲ見 ル。

4)空 洞 が アル 場 合 。

Burell氏 ニ ヨル ト直as .2cm以 下 ノ薄 壁 ノ空 洞 ノ・安 静

デ治 リ得 ル が、カ ・ル空 洞 デ モ若 シ周 縁 二存 在 ス レバ

行 フ ベ キデ アル 。 殊 二"rightupPerlobetype``ト

シテ ー括 サ レ;レモ ノ ・・行 フ ベ キ デ アル。

5)喀 血 ス ル 患 者。

人 工氣 胸 ノ・喀 血 ノ最 善 ノ療 法 デ アル場 合 が アル。

(小 野 寺 内科 貝 田抄)

乳 見 及 ビ幼 見 ノ結 核

JohnW.S.Blacklock:TuberculosisinInfancy

andchildhood(Aug.15th.1936,No.3945.Brit,me(1.

Journ.)

i著者 ノ・Glasgow/RoyalHospitalforSickChildren

デ3000ノ 剖 槍 例 二就 キ 槍 ベ タ トコ ロ、434例 二結 核

病 竈 ヲ登 見 シタ.ソ ノ内課 ハ結 核 感 染 ノ出現 奉 ノ・生 後

3ケ 月 二於 イテ 特 二低 ク、ソ ノ後 次 第 二 上 昇 シ第3年

目 二到 ツ テ最 高 二達 シ、 ソ ノ後 叉 下降 シ テヰ ル。

之 ト比 較 シテ 生 見 ノ 「ツ ベ ル ク リ ソ」反慮 ノ 陽 性 牽 ヲ

見 ル ニ、 生 後3年 一6年 迄 ノ・雨 者殆 ソ ド 同 卒 デ アル

ガ、夫 以 後 ハ 「ツ ベ ル ク リ ソ」反 鷹 ノ陽性 奉 ノ・急 激 二増

加 ジテ、 剖 検 例 ノ夫 ノ殆 ソ ド倍 トナ ッテ ヰ ル。

罹 病 奉 二封 ス ル死 亡 卒 ノ割 合 ノ・各 國 ニ ヨ リ 甚 ダ異 ル

ガ、Nassan及 ビZweigノ ・Berlinデ 生後1箇 年 ノ・

69.3%Mantouxニ ヨル トParisデ ハ生 後6ケ 月 迄

ノ・75%、1年 迄 ノ・54%、 ・1年 牛 迄 ノ・40%、2年 迄

ハ46%ト 報 告 シ、Droletノ ・合 衆 國 デ1.3%、 同 ジ〃

Asserson・ ・2歳 以 下 デ51.7%ト 報 告 シデ ヰル 。性 別

デ ハ 常 二男 子 ヨ リ女 子 ノ死 亡 傘 が高 イ。

免 疫 二就 イ テ、 子 供 時 代 ノ良 性 ノ感 染 ハ 、一般 二後 カ

ラ ノ感 染 二封 シテ免疫 ヲ生 ズ ル ト考 ヘ ラ レテ ヰ ル が、
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3歳 以 下 ノ乳 見 ノ結 核 ノ・重 篤 デ ア リ、出來 ル ナ ラバ 避

ケル ベ キ デ アル 。 ノミナ ラ ズ幼 時 感 染 ノ再 感 染 二i封ス

ル数 果 ハ 未 ダ疑 問 デ ア リ、 「ツ ベ ルク リ ソ」陽 性 ノ 「ネ

グ ロ」ノ・陰 性 ノ夫 ヨ リ血 行 性結 核 ヲ起 シ易 ク、Stewart

及 ビMeyersu.Harrington二 依 レバ陽 性 ノ見 童 ノ・後

程 瘍 症 ヲオ コ シ易 イb云 ヒ、IDeBesch及 ピJ6rgensen

モ 同様 ノ コ トヲ報 告 シ テ ヰ ル。 ℃almetteニ ヨル

B.C.G.ノ ・伺 検 討 ノ絵 地 ガ ア ラ ウ。

・一次 呼 吸 器 結 核 二就 イテ。

結 核 感 染 ノ系 路 トシ テ ノ・、 皮 膚 、 眼 、生殖 器 、呼 吸 器 、

清 化 器 等 ガ考 ヘ ラ レル ガ、 前3者 ハ稀 デ ア リ、就 中呼

吸 器 ガ65.2%ヲ 占メ テ ヰ ル。

肺 ノ初 期 病 竈 ハ特 有 デ ア ッ テ、碗 豆大 ノ小 サ ナ 限局 シ

タ ル病 攣 デ通 常 、肋 膜 下 デ右 上葉 二多 イ。 著 者 二依 ッ

テ ノ・右 下葉 ヲアグ 、 或 ハ左 上 葉 ヲ アグ テ ヰ ル ガ、何 レ

ニ シ テモ 之 ヨ リ急 速 二tracheobronchialdr二 感 染 ノ・

傳 ハ ル ノ デ ア ル。

菌 型 ノ・、166例 中、 人 型 ガ96.4%ノ 大 多数 ヲ占 メ、

牛 型 ハ僅 二3.6%デ ァ)Yタ 。

一 次 清 化 器 結 核 。

434例 ノ結 核 中、32.3%ノ ・腸 管 ヨ リ ノ感 染 デ ア リ、

2.07i%ノ ・頸 部 淋 巴 腺 感 染 デ ア ツ タ。 菌 型 ノ・82・2%二

於 イ テ牛 型 菌 デ ア リ、之 ・・牛 乳 ヨ リ傳 染 ジタ コ トヲ示

シテ ヰ ル。牛 乳 ノ消 毒 ニ ノ・深 甚 ノ注 意 が錦 ハ ル ベ キデ

ァ ラ ウ。(小 野 寺 内科 貝 田 抄)

頸 部 淋 巴腺 結 核

BrianC.Thompson:Cervicalglandtuberculosis:.

ThecaseagainstSurgery(Sept.19th.1936.No.

3950.Brit.medJourn.)

頸 部 淋 巴 腺結 核 ノ外 科 的 摘 出療 法 ノ・現 今 、30年 以 前

程 、 施 行 サ レナ イ様 ニ ナ ツ タ。 コ ノ手 術 ノ・通 常 、感 染

セ ル淋 巴腺 ヲ摘 出 ス レバ良 イ ト'サレ テヰ ル ガ、一度 手

術 ヲ行 ツ タ経 験 アル 者 ヘ ドコ迄 感 染 シテ ヰル カ、 ド

ノ淋 巴腺 ガ健 全 デ アル カ、ソ ノ列 噺 が困 難 ナ コ トハ 直

グ分 ル'コ トデ ア ラ ウ。

Millerニ ヨルb、 術 後/再 登 例 ノ・89例 中23例 二、

(26%)、Cluteニ ヨノv1・43例 中11例 二、(26%)Grey

Turnerニ ヨル ト83例 中、23%ニ オ コ ツ タ6

著 者 ノ實 験 例 デノ・55例 ノ根 治 手術 中 、91%二 再 登 ヲ

起va。 而 モ38例 ・・術 後3ケ 月 以 内 二、3例 ・・9月

以 内 二、6例 ・・5年 以 内 二再 骸 ヲ 示 シテ ヰ ル。38例

中18例 ノ・術 後 直 二 再骸 シ タ トコ ロ ヨ リ見 ル モ、 コ ノ
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再 蛋 ハ再 感 染 ヨ リモ、初 感 染 部 位 ヨ リ振 ツ タ ト見 ルベ

キデ ア ラ ウ。 從 ツ テ"radicalexcision"ノ 、實 際 ニハ

軍 ナ ル"PartialOperation``b見7レ ベ キ デ ア)レ。

更 二美 容 的 結 果 ヨ リ見 ルモ、

GoodModerateBad

外 科 的 療 法(43例)213049%

自然 的潰 瘍 登 生(43例)303535"

デ ア ツ テ、頸 部 淋 巴 腺 結 核 ノ療 法 ハ保 存 的 方 法 ニ ヨル

ペ キ デ アル。(小 野 寺 内 科 貝 田 抄)

自然 氣 胸

Young.M.D:SpontaneousPneumothorax(OcL

10,1936.No.3953.Brit.med.Journ.)

肋 膜腔 二空 氣 ノi逃入 ス ル コP・ 、1803年Itardカ 。「氣

胸 」ナ ル名 稽 ヲ附 シ タ遙 二以 前 ヨ リ注 意 サ レタ トコ ロ

デ ア ツ タ。 一 髄 、 氣 胸 ノ結 果 ガ重 篤 デ ア リ、数 時 間/

中 二危 瞼 二 昭 ル コ トモ ア リ得'レ ー・方 、症 状 ガ輕微 デ7e

リ、 時 ニ ノ・X光 線 ニ ヨ ツ テ ノ ミ認 メ ラ ソ、 從 ツ テ 診

噺 サ レ ヌ カ或 ハ 疑 ヒ モ サ'レナ イ例 モ 鍛 多 ア ル デ アラ

ウ。

著 者 ハ氣 胸 ヲ次 ノ3ツ ニ匠 別 シ テ論 ジ テ キ ル。

1)健 康 人 二起 ツ タ氣 胸 一 輩純(良 性)氣 胸

之 二 關 シ テ ノ・、1932年HansKjaergaard(英)ノ 記載

ガ詳 細 ヲ極 メ テ ヰ ル。氏 ニ ヨ ル ト良 性 氣 胸 ハ♀ ヨ リ♂

二 多 ク、 何 ソ ノ年 齢 デ モ起 リ得 ンレガ 特 二青 年 二多 イ、

(Pneumothoraxdesconscritis(佛)青 年 氣 胸 ノ別 名 ア

リ)

原 因 ハ 理 論 上 、肋 膜 下 ノ治 癒 シ タ結 核 病 竈 ノ氣 腫状 ニ

ナ ッ タ氣 管 枝 ノ破 裂 ニ ヨ ル ダ ラ ウ ト推 定 サ レテ ヰル。

著 者 ノ・次 ノ如 ク之 ヲ分 類 シタ。

i)partialpn.ii)completePn・iii)Valvularortension

Pn.iv)bilateralPn.v)Haemopneumothorax

之 二就 イ テ ノ・、 各 々症 状 、 治 療 法 ヲ詳 述 ンテ ヰ ル。・

2)肺 結 核 二於 ケ ル 自然氣 胸 、'

3)其 ノ他 ノ原 因 ニ ヨ ル 自然 氣 胸 、

之 ノ・膿 胸 、 肺 壌 疽 、 肺 膿 瘍 、肺 腫 瘍 等 ニ ヨツ テ起 ル他

二 、

a)食 道 ノ潰 瘍 、 腫 瘍 等 ヨ リ

b)横 隔 膜 下膿 瘍 、 肝 臓 膿 瘍、 ソノ 他 赤 痢 等 二原 財

シテ、

c)外 部 ヨ リノ損 傷、叉Empyemanescessitalisヨ リ

d)膿 胸 ノ際 ノ瓦斯 形 成 細 菌 ニ ヨ リ、 起 リ得 ル、 從

ツ テ治 療 法 ・・各 自異 ル。(小 野 寺 内科 貝 田 抄)・.




